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１．議事日程 

  〔平成３０年第３回安芸高田市議会９月定例会第５日目〕 

 

                             平成３０年 ９月１０日 

                             午 前 １ ０ 時 開 会 

                             於  安芸高田市議場 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  議案第65号 平成30年度安芸高田市一般会計補正予算（第３号） 

日程第３  議案第66号 平成30年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予算（第２ 

            号） 

日程第４  議案第67号 平成30年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第５  議案第68号 平成30年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第６  議案第69号 平成30年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別会計補 

            正予算（第１号） 

日程第７  議案第70号 平成30年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

日程第８  議案第71号 平成30年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第９  議案第72号 平成30年度安芸高田市コミュニティ・プラント整備事業特別会 

            計補正予算（第１号） 

日程第１０ 議案第73号 平成30年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１１ 一般質問 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１８名） 

    １番    新 田 和 明     ２番    芦 田 宏 治 

    ３番    玉 重 輝 吉     ４番    玉 井 直 子 

    ５番    山 根 温 子     ６番    前 重 昌 敬 

    ７番    石 飛 慶 久     ８番    児 玉 史 則 

    ９番    大 下 正 幸    １０番    山 本   優 

   １１番    熊 高 昌 三    １２番    宍 戸 邦 夫 

   １３番    秋 田 雅 朝    １４番    塚 本   近 

   １５番    金 行 哲 昭    １６番    青 原 敏 治 

   １７番    水 戸 眞 悟    １８番    先 川 和 幸 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 
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４．会議録署名議員 

    ５番    山 根 温 子     ６番    前 重 昌 敬 

 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２１名） 

  市 長  浜 田 一 義  副 市 長  竹 本 峰 昭 

  教 育 長  永 井 初 男  総 務 部 長  杉 安 明 彦 

  企 画 振 興 部 長  西 岡 保 典  市 民 部 長  広 瀬 信 之 

  福祉保健部長兼福祉事務所長  大 田 雄 司  産 業 振 興 部 長  猪 掛 公 詩 

  産業振興部特命担当部長  青 山   勝  建設部長兼公営企業部長  蔵 城 大 介 

  教 育 次 長  土 井 実貴男  消 防 長  山 平   修 

  会 計 管 理 者  兼 村   恵  八 千 代 支 所 長  佐々木 早百合 

  美 土 里 支 所 長  寄 実 正次郎  高 宮 支 所 長  児 玉   晃 

  甲 田 支 所 長  宮 本 智 雄  向 原 支 所 長  新 谷 憲 三 

  総 務 課 長  高 藤   誠  財 政 課 長  河 本 圭 司 

  政 策 企 画 課 長  行 森 俊 荘 

 

 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（４名） 

  事 務 局 長  岩 﨑   猛  事 務 局 次 長  森 岡 雅 昭 

  総 務 係 長  國 岡 浩 祐  専 門 員  小 島 佳 宏 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開議 

○先 川 議 長  おはようございます。 

 定刻になりました。 

 ただいまの出席議員は18名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○先 川 議 長  日程第1、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第86条の規定により、議長において5番 

山根温子さん、及び6番 前重昌敬君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第２ 議案第65号 平成30年度安芸高田市一般会計補正予算（第3号） 

      日程第３ 議案第66号 平成30年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予 

                 算（第2号） 

      日程第４ 議案第67号 平成30年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算 

                 （第2号） 

      日程第５ 議案第68号 平成30年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補正 

                 予算（第1号） 

      日程第６ 議案第69号 平成30年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業 

                 特別会計補正予算（第1号） 

      日程第７ 議案第70号 平成30年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補 

                 正予算（第1号） 

      日程第８ 議案第71号 平成30年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補正 

                 予算（第1号） 

      日程第９ 議案第72号 平成30年度安芸高田市コミュニティ・プラント整備 

                 事業特別会計補正予算（第1号） 

      日程第10 議案第73号 平成30年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第1 

                 号） 

○先 川 議 長  日程第2、議案第65号「平成30年度安芸高田市一般会計補正予算（第3

号）」の件から、日程第10、議案第73号「平成30年度安芸高田市水道事

業会計補正予算（第1号）」の件までの9件を一括して議題といたします。 

 本案9件は、予算決算常任委員会に付託されておりましたので、委員

長から審査結果の報告を求めます。 

 予算決算常任委員長 青原敏治君。 

○青原予算決算常任委員長  9月6日付で本委員会に付託のありました、議案第65号「平成30年度

安芸高田市一般会計補正予算（第3号）」から、議案第73号「平成30年

度安芸高田市水道事業会計補正予算（第1号）」までの9件の審査結果に

ついて報告をいたします。 

 付託された9議案につきまして、9月7日に委員会を開き、市長、副市
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長、教育長、並びに関係部局の部課長等の出席を求め、慎重に審査をい

たしました。 

 議案第65号「平成30年度安芸高田市一般会計補正予算（第3号）」は、

既定の歳入・歳出予算の総額に、歳入・歳出それぞれ29億4,958万7,000

円を追加し、予算の総額を歳入・歳出それぞれ240億2,434万8,000円と

するもので、7月豪雨災害の復旧に関する事業、東広島高田道路整備に

関する事業（トンネルの残土処分地の取得）、観光振興施設の改修に関

する事業、市道道路維持に関する事業、安全対策として倒壊の恐れのあ

るブロック塀等の撤去・補修に関する経費などが主なものとなっており

ました。 

 審査を通じて出された特徴的な質疑とその答弁は次のとおりでござい

ます。 

 固定資産評価審査委員会の所管につきましては、委員より、「6件の

審査請求の内容及び理由は。」との質疑があり、執行部より、「納税者

が評価額を妥当でないと思われ、固定資産評価審査委員会に審査を求め

られたものである。」との答弁がありました。 

 企画振興部の所管につきましては、委員より、「ふるさと納税の寄附

額に対する返戻品の率を30％以下に見直す内容とポータルサイトに3社

を追加する内容は。」との質疑があり、執行部より、「現在の返礼率は

42％であるが、総務省から指導が入ったため、協力事業者に趣旨を説明

し、見直しに向けた修正を依頼をしている。ポータルサイトは、現在シ

ェア第1位のふるさとチョイスを使っているが、2位のさとふる、3位の

楽天、ＫＤＤＩの追加を考えている。」との答弁がありました。 

 産業振興部の所管につきましては、委員より、「外郭団体等運営指導

事業費3施設の改修費が計上されている。8月20日に4施設の実態が報告

され、経営診断を踏まえた改修に当たると思っていたが、今回の補正予

算に計上された経緯は。」との質疑があり、執行部より、「湯治村は9

棟のうち4棟の空調設備の改修を予定し、湯の森は脱衣所のフロアのシ

ートの張りかえ工事と、脱衣ロッカーの錠前セットの改修を予定してい

る。また、エコミュージアムはエアコンの改修である。どの施設も20年

を経過しており、改修によりランニングコストが下がる見込みである。

特に湯治村は経営が思わしくない状況であり、コスト削減により経営改

善の道筋を示したいと考えている。」との答弁がありました。 

 「有害鳥獣対策補助金は、今回の豪雨災害で傷んだ柵などの改修を想

定し、予算計上されたのか。」との質疑があり、執行部より、「この補

助金は交付決定しているものが21件で546万3,000円、要望が6件で360万

円あり、予算額との差額を計上している。災害に関する大規模な柵の改

修が見込まれるが、今後精査したいので御理解をいただきたい。」との

答弁がありました。 

 建設部の所管につきましては、委員より、「今回の災害では迅速な対

応をされているが、かなりの事業費になっている。地元業者になるべく
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請け負ってほしいが、業者の数は足りている状況か。」との質疑があり、

執行部より、「被害が大きく業者の不足が想定されるため、県では通常

事業を停止している。本市も通常事業を一時中止していたが、現在は発

注を行っている。今後、復旧工事の発注となるが、業者数等を考慮して

検討する予定である。県から監督員に関する規制緩和の方向性が示され

たので、県の動向を見ながらできるだけ地元業者に発注できるようにし

たい。」との答弁がありました。 

 また、委員より、「災害協定を結んでいない建設業者との入札等は問

題なく対応できているのか。」との質疑があり、執行部より、「災害発

生後、緊急対応は協定を結んだ業者に依頼したが、今後の復旧は協定等

に関係なく入札を行う予定である。」との答弁がありました。 

 次に、議案第66号「平成30年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正

予算（第2号）」から、議案第73号「平成30年度安芸高田市水道事業会

計補正予算（第1号）」までの8件の特別会計は、4月の人事異動に伴う

職員給与費の調整や、災害復旧に伴う予算の計上が主なものでありまし

た。 

 各会計の質疑終了後、議案第65号「平成30年度安芸高田市一般会計補

正予算（第3号）」について、「神楽門前湯治村改修補助金は、正式な

経営診断を行った後に計画的に予算すべきであるため、この経費を削除

するべきである。」との内容の修正動議が提出されました。 

 修正動議に対する質疑の後、討論において、議案第65号「平成30年度

安芸高田市一般会計補正予算（第3号）」に関し、委員より、「修正案

提出の趣旨は十分理解できるが、今後の取り組みを十分行うとの答弁も

あった。議会への説明責任を果たしていない部分もあるので、今後の情

報の開示を執行部に訴えることを前提に、原案に賛成したい。」との賛

成討論がありました。また、委員より、「施設改修は、計画を立てて当

初予算に計上すべきであり、経営課題や建物の改修、修繕については、

これから議論していかなくてはならないが、空調が壊れれば、売り上げ

への影響も考えられる。当面の空調設備の改修であるので、原案に賛成

する。」との賛成討論がありました。 

 各会計の歳入・歳出について、それぞれ慎重に審査した結果、補正額、

補正内容等、適正であると判断し、議案第65号から議案第73号までの9

議案については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上、委員長報告を終わります。 

○先 川 議 長  これをもって、委員長の報告を終わります。 

 これより、質疑に入ります。ただいまの委員長報告に対し、質疑はあ

りませんか。 

   （質疑なし） 

○先 川 議 長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

 これより、本案9件に対する討論を行います。討論はありませんか。 

  〔討論ありの声あり〕 
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○先 川 議 長  討論がありますので、これより本案9件を個別に討論・採決を行いま

す。 

 まず、議案第65号「平成30年度安芸高田市一般会計補正予算（第3

号）」に対する討論の発言を許します。討論はありませんか。 

   （討論あり） 

○先 川 議 長  討論がありますので、まず反対討論の発言を許します。 

   （討論なし） 

○先 川 議 長  反対討論なしと認めます。次に、本案に対する賛成討論の発言を許し

ます。 

 5番 山根温子さん。 

○山 根 議 員  5番 山根温子です。 

 今回、議案第65号「平成30年度安芸高田市一般会計補正予算（第3

号）」について、賛成討論をいたします。 

 原案を賛成する立場であるからこそ、今回委員会のほうでは減額修正

案を出させていただきました。修正案は否決となりましたが、今後は補

助金においても、将来的な経営や効果を図り、しっかりとした計画を立

てたうえでの予算とし、安芸高田市の生き残りをかけて取り組む姿勢を

貫かれることを期待し、賛成討論といたします。 

○先 川 議 長  ほかに討論はありませんか。 

   （討論なし） 

○先 川 議 長  賛成討論なしと認めます。これをもって、討論を終結いたします。 

 これより議案第65号「平成30年度安芸高田市一般会計補正予算（第3

号）」の件を起立により採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決であります。本案は委員長の報

告のとおり、決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   〔起立多数〕 

○先 川 議 長  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 そのほかの議案について、討論はありませんか。 

   （討論なし） 

○先 川 議 長  討論なしと認め、これをもって、討論を終結いたします。 

 これより、議案第66号「平成30年度安芸高田市国民健康保険特別会計

補正予算（第1号）」の件から、議案第73号「平成30年度安芸高田市水

道事業会計補正予算（第1号）」の件までの8件を一括して起立により採

決いたします。 

 本案8件に対する委員長の報告は原案可決であります。本案8件は委員

長の報告のとおり、決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   〔起立多数〕 

○先 川 議 長  起立多数であります。よって、本案8件は原案のとおり可決されまし

た。 

 暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 
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午前１０時１６分 休憩 

午前１０時１８分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  再開いたします。 

 ただいま、議案第66号の「補正予算（第1号）」と発言いたしました

が、「（第2号）」の誤りでございます。訂正しておわびいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第11 一般質問 

○先 川 議 長  日程第11、一般質問を行います。 

 一般質問の順序は通告順といたします。 

 質問方式は一問一答方式とし、1議員あたり質問時間は30分以内でご

ざいますが、執行部からの逆質問に対する答弁は、持ち時間には含まれ

ません。 

 なお、一つの質問を終え、次の質問に移る場合は、「次の質問に移り

ます」等の発言をし、明確にわかるようにお願いをいたします。 

 それでは、質問の通告がありますので、順次、発言を許します。 

 2番 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  2番、芦田宏冶です。 

 質問に入る前に、7月の西日本豪雨災害と北海道地震で亡くなられた

方の御冥福をお祈りしますとともに、被災された方に心からお見舞い申

し上げます。 

 さて、通告に基づき、大枠2点について質問します。 

 最初に、田んぼアート事業について質問します。 

 この田んぼアート事業は、葉の色の違う8色の観賞用の稲を使って、

田んぼに絵をかくもので、2年後の2020年の本格開催を目指して事業が

進められています。私は、昨年8月に、田んぼアート発祥の地で年間30

万人を超す観光客が訪れると言われる青森県田舎館村に視察に行き、事

業への取り組みを聞き取りし、2カ所の田んぼアート会場を見学しまし

た。田舎館村が25年の歳月をかけて、積み重ねてこられた技術や運営の

ノウハウなどをどうやって2年、3年という短期間で吸収し、事業化でき

るのかというのが正直な感想でした。 

 私は昨年9月の定例会一般質問で、田んぼアート事業を進めていく上

での課題について質問しました。昨年は事業への取り組みを始めたとこ

ろでもあり、具体的な回答をいただけない点もありましたので、昨年と

重複した質問もあることを御了承ください。 

 まず、1番目の質問です。田んぼアート整備事業は、年間10万人の集

客を見込み、市内での周遊性の促進とこの事業の長期継続性の実現を目

指して、計画が進められています。 

 昨年6月の産業建設常任委員会での説明資料の中で、田んぼアート事

業を進めていく上で、重要な5つの課題を上げておられます。誰が運営

の主体になるか決定すること、開催地の選定。アートの作図や測量など、
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技術の習得、稲の生育環境の確認、オフシーズンの集客の5つです。 

 事業の進捗状況と5つの課題解決のための取り組みについて伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「田んぼアート事業の進捗状況と課題解決のための取り組

み」についての御質問にお答えをいたします。 

 今年度、田んぼアート事業の先進地である、青森県田舎館村より、種

もみ数種を調達いたし、美土里町青地区の試験圃場において試験栽培を

行っております。 

 試験栽培は、青地区の2枚の圃場で行っておりますが、地元青地区の

（株）源流の里に委託し、鑑賞米の生育状況を初め、水温管理、肥料、

堆肥、農薬散布等のデータ化を図ることとしております。 

 実際の圃場につきましては、現在、平成32年に供用開始する道の駅、

近接地を候補地といたし、地権者や関係者との交渉を行っている状況で

あります。圃場の候補地が決定次第、速やかに議会の議員の皆様にも御

報告をさせていただきたいと考えております。 

 また、御質問の運営主体やオフシーズンの集客などの課題につきまし

ては、今後組織する実行委員会を中心に、運営組織を立ち上げていくと

ともに、オフシーズンの課題等について検討してまいりたいと考えてお

りますので、御理解を賜りますようお願いしたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  運営主体の件ですが、ハード面を行政が担って、運営は民間主導でや

るように思っていましたが、現状を見ると行政が皆やっている感じがし

ます。運営主体である実行委員会の姿が見えてこないが、誰がトップに

立ってやるのか、ここが決まらなければ事業は進まないと思いますが、

市長のお考えを伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  田んぼアート事業につきましての事業主体は、今現在のところ行政で

ございますけど、今後方向によってはまた民間の方々も加味しながら考

えていきたいと思っております。 

 現在、我々考えておりますのは、方向性だけをしっかりしないと民間

ということもなかなかいかないと思います。民間の方々非常に熱心で、

非常にこの事業の運営については、ちゃんと民間で全部自主的にやるか

らアートについては、後押しだけ行政でやってくれという非常に強い言

葉をいただいておりますので、将来的な行政負担を伴わないような形を

考えておりますんで、御理解してもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  民間の方が熱心なというのは非常に心強いことだと思いますが、昨年
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6月に田んぼアートプロジェクト推進実行委員会設立発起人会の6人のメ

ンバーから、市議会に出された要望書によると、6人は田んぼアートプ

ロジェクトの実現と運営に向けて、主体的にかかわっていく覚悟だと書

かれています。調査報告書でも、事業主体の考え方として、民間による

実行委員会の組織で運営すると書かれています。民間の方が実行委員会

に入って、中心になってやってもらうのがいいと思いますが、市長はど

のようにお考えか伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  先ほどもお答えしたと思うんですけど、基本的にはもう民間主導型で

いきたいんですけど、最初のスタートだけは行政が筋道をつけてあげた

いと思います。後からの質問出るかと思いますけど。まあいろんな事業

やっていこうと思うたら、時間もかかるし、ほかの学校とかの協力も要

りますんで、その辺のお手伝いをしていきたいと思いますんで、御理解

してもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  5点の課題の中で、一番気になっているのが、私は稲の生育環境の確

認のところだと思っています。調査計画書では、田んぼアート開催期間

は、5カ月となっていますが、美土里町の実験圃場での試験結果では、

鑑賞可能な期間は6月の初めごろから8月20日ごろまでの約2カ月半くら

いで、現段階では工夫をしても3カ月までが限度と思われます。 

 私は9月1日に美土里町の実験圃場を見に行きましたが、白とか黄色、

オレンジの色は変色して、とても入場料を取って鑑賞できるような状態

ではありませんでした。昨年視察した愛知県、岡山県、広島県の三次市、

庄原市も同様の答えで、黄色や白の稲は色が3カ月ももたないと言われ

ています。今回は美土里町に2カ所実験圃場をつくられていますが、2カ

所とも苗を直線で植えられています。少なくても片方だけでも絵を描い

ていたら、アートとして鑑賞が可能な期間の判断ができたのではないか

と思うと、非常に残念です。 

 鑑賞が可能な期間は、入場料収入や計画されている屋台村の売り上げ

が直結する大きな問題です。田舎館村と気温の差のある安芸高田市では、

鑑賞期間が短くなることはある程度予想していましたが、5カ月の予定

が3カ月というのは2カ月の違いがあるので、これらについて市長の考え

を伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  この稲の育成と、どういうようなものをアートにしていくかというこ

とは非常に課題でございまして、そのためのこのたびの試験圃場と捉え

てもらって結構でございます。多分議員御指摘のように、この地域にお

いては非常に短いかもわからん。向こうよりかあったかいですからね。
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その辺を踏まえながらしっかり考えていきたいと。ただ、そのアートに

よっては、やっぱり長くもたすものもできると思います。 

 この間もちょっと講演されたんですけど、そこで私も質問したんです

けど、問題はいかにこのアートを長くもたすかということなんで、稲以

外も、例えば冬季においても何かできるものをしっかり考えていきたい

と思います。 

 例えば、とんどとかですね、雪でも降れば雪だるまをつくっても結構

でございますし、このように安芸高田市にあるものをしっかり利用しな

がらやっぱりこの事業を成功していきたいと思いますので、これからメ

ニューの増加については、たくさん考えていきたいと思っておりますの

で、御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  今市長から話もありましたが、田んぼアートでの集客が見込めないオ

フシーズンとなる約9カ月を1ヘクタールの田んぼで、何をやって何人の

集客が見込めるのかは大きな問題です。オフシーズンに集客の見込める

事業ができなければ、1年を通した屋台村の運営は厳しいと思われます

が、市長はどのようにお考えか伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のように、10万人というのも非常にこの見込みを厳しく見

とるわけです。田舎館村は30万人と。安芸高田市は田舎ですけどね。だ

けどうちはもっとそれを低く見て、10万人と言ってるんですけど、それ

にしてもハードルが高いように思います。それをやるには、田んぼアー

ト以外、いわゆる何をメニュー化するかということを非常に考えにゃい

けんと思います。 

 これから、職員に指示しようと思っとるのは、例えばプラスチックな

んかを子供たちに使って、これでまたいろんな絵を描いたり、アートを

つくったり、それを展示するとか、冬のとんどを見てもらうとか、それ

からいろんな地域の竹とかを活用したアートを見せるとかというように、

幅広い感じでできるだけ幅広くなるような試みをこれからもしていきた

いと思っております。目標にあっては、30万から10万低いんですけど、

ここで気を抜いちゃいけないんで、そういうことを考えながらと。 

 それともう一つは、市民の参画だと思いますね。これはアートしても

らったら議員さんも御承知のように、測量という技術が要るわけですね。

これは吉田高校が農業科が測量やってますんで、この人らの参画を得る

とかですね。できるだけ多くの市民の皆様方に参画をしてもらうことに

よって、事業が成功していくんじゃないかと、かように思ってますので、

御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 
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○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 この田んぼアート事業は、単に集客だけでなく、同じ2020年4月の開

業を予定している道の駅との相乗効果を狙うとともに、市内の他の観光

施設との周遊性の促進と安芸高田市に来ていただいた観光客の滞在時間

を延ばすことを目的にしています。市内の他の観光施設との連携はどう

考えておられるのか。また市内での滞在時間を延ばすために、どのよう

に取り組んでいこうと考えておられるのか伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「市内のほかの観光施設との連携、滞在時間を延ばすため

の方策」についての御質問にお答えいたします。 

 御承知のとおり、平成32年4月に新たな道の駅が開業いたします。田

んぼアート事業は、新しい道の駅と連動した強力な観光ハブ機能を持つ

拠点になる可能性を秘めていると考えております。 

 そのため、田んぼアート会場と市内のほかの観光施設への周遊性を高

め、本市全体の観光客の増加を狙うとともに、新たな雇用創出や、地域

産品の消費拡大、関係交流人口の増加による経済効果への波及にもつな

げてまいりたいと考えております。 

 御質問にあります、市内周遊促進を高める取り組みといたしましては、

例えば田んぼアートを鑑賞後、道の駅や市内観光施設を訪れた際に、各

店舗で使用できる割引クーポン券の発行や、神楽鑑賞券や温泉入浴券と

の共通チケットの販売など、市内観光施設との連携は幾多も考えること

ができると思っております。 

 また、市内観光施設との連携を図ることで、本市における滞在時間の

延長につながっていくものと考えておりますので、御理解を賜りたいと

思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  市長は観光客をふやすことと周遊性の促進や滞在時間の延長には、第

2第3の田んぼアート会場をつくっていくことも、検討課題の一つだと話

されたことがあります。 

 先月の8月16日に、来年3月末で閉校となる郷野小学校の特別見学会が

ありました。私は15年くらい前から子どもふるさと探検隊というグルー

プで、郷野小学校の前にある郷野川の水辺の学校で子供たちとカヌー合

宿をやってきました。その関係で朝6時半からラジオ体操をした後、み

んなで郷野小学校の前で記念写真を撮るのが恒例になっています。 

 そういう思い出のある郷野小学校が閉校になるということで、見学会

に参加しました。郷野小学校は建築して83年目で、現在使われている木

造校舎では全国で2番目に古いということでした。学校の歴史や校舎の

特徴など、いろいろ説明をしていただきました。学校の2階に上がって、

60メートル余りの廊下を歩きながら、窓から外をのぞいてみると、眼下
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に一面稲の緑でまぶしいほどの美しい田んぼが見えました。右手に中世

の山城だった桂城が見えて、正面には星ヶ城と山裾にお寺が見えていま

した。木のぬくもりのある校舎もそうですが、2階の廊下から見る景色

はとても感動的でした。私はふと昨年3月に出された田んぼアート整備

事業調査報告書のことを思い出しました。 

 この報告書に、予定地の選定として市内11カ所が候補地リストに載っ

ていますが、郷野小学校周辺も候補地の一つで、先ほど話をしました校

舎の裏側が写真入りで載っていました。この候補地の説明文を要約する

と、「この校舎は昭和10年の建築で、日本を代表する第一級のきれいさ

を持つ木造校舎であり、展望台として校舎の窓からの観覧はおもしろい。

木造校舎とその周辺の景観は一体となって、全国に誇れる第一級の観光

資源となる要件を備えており、集客観光拠点に成長する可能性を秘めて

いる。」と書いてありました。 

 校舎の活用については、郷野地区の振興会でいろいろ協議されている

と思いますので、勝手に思いをめぐらされても困ると言われるかもしれ

ません。しかし、現行の施設を利用することにより、展望台を設置する

経費を抑えながら、田んぼアートをつくることを選択肢として検討する

ことは、周遊性の促進と滞在時間の延長の両面から考えても非常に大切

なことだと思います。 

 今後、第2第3の田んぼアートをつくっていくことについての考え方と、

郷野小学校という候補地の活用について、市長はどのように考えておら

れるか伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 郷野小学校に限らず、学校規模適正化を教育委員会に頑張ってもらっ

て、学校で廃校になるところがある。この利活用は、我々にとっての大

きな課題でございます。課題と言っても金ばっかり突っ込んでから言う

んじゃなしに、やっぱり費用対効果とか今後の見込みも大事でございま

すので、総合的にこういうことを考えていくということでございます。 

 今議員御指摘のように、田んぼアートとリンクしているかどうかとい

うことで、一つ考え方には検討材料になると思います。これ、今の安芸

高田市というところ、この田んぼアートだけでもいわゆる観光資源に乏

しいとこがあるんで、そういうことをひっつけること、元就とか神楽と

かもひっつけることによって、すばらしいものにしていきたいと考えて

ますので、御理解してもらいたいと思います。決して、郷野小学校がい

いというんじゃなしに。 

 ただ、考えにゃいけんことは、耐震の問題があって、それを耐震にす

るためにはどのぐらいの費用がかかって、費用対効果が出てくるんかと

いうこともございますので、御理解を賜りたいと思います。 

 学校の活用というのは大きな課題でございます。安芸高田市、山とか
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廃校とかばっかりでございますので、これがいかに有効活用できるかと

いうことは我々の行政手段でもございますので、しっかり検討して、や

るということじゃなしに、検討をさせてもらいたいと思いますので、御

理解してください。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 目標とする10万人の集客を実現するには、ホームページやメディアへ

の広報活動などにより、田んぼアートをＰＲするとともに、芸備線の向

原駅から、また54号線のバス停からアート会場までの交通手段の整備が

欠かせないと考えます。今も市民の方から、向原駅から郡山城へ行くの

にタクシーを使ったら往復で5,000円以上かかる。観光に力を入れると

言うのなら、もう少し交通の便をよくして、交通費を安くする手段はな

いのか。とよく言われます。 

 また、54号線の可愛のバス停からサッカー公園へ行くのに、歩いてい

くには遠過ぎて、困っておられたサンフレッチェファンの方を何回も車

で送ってあげたという話も聞きます。 

 10万人を超す観光客が来るようになったら、必ずこういう問題に直面

すると思います。10万人の集客に向けて、どのように広報活動を展開し

ていく計画なのか。そして、芸備線や54号線のバス停からアート会場ま

での交通手段の整備について、具体的な計画があれば伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「10万人の集客を実現するための具体的な計画について」

の御質問にお答えいたします。 

 10万人の集客目標に近づけるための広報活動につきましては、地域活

性化のイベントとして、市内外へ田植え作業を広く広報し、一緒に田植

えをすることにより、田んぼアートを身近に知っていただく必要がござ

います。さらに、田植えイベントや育成中の田んぼアートをマスコミ等

により、広報活動を展開することは、集客に大きな影響を与えるものと

考えております。 

 集客の交通機関は、主にマイカーを想定しておりますが、旅行会社等

へ事前情報を提供することにより、ツアーの造成も必要となります。マ

イカー以外の観光客に対しましては、市内タクシー業者と連携いたし、

田んぼアートを含む市内観光施設をめぐる観光タクシープランの創設な

ど、市内各駅、バス停を含め検討してまいりたいと考えております。 

 私も市内交通につきましては、このことに限らずいろんなことをして

いるんですけど、採算が合わんということが一番ネックになります。今

までは、過疎対策として市はその採算に合わんところを国とかが補填し

てもらっとったんですけど、今そういうことがないんで、こういうこと

を踏まえながら、いかにして観光客の交通を確保するかというのが大き



 

38 

な課題でございますので、工夫していきたいと。そのためには、今民泊

を奨励しているんですけど、市民の方々に迎えに行ってもらうとか、い

ろんな工夫をしながら集客に努めてまいりたいと思いますので、御理解

をしてもらいたいと思います。 

 バスを通しても、乗ってくれんと赤字になるわけですよね。バス会社

は通すと言うんですよ。7人以下は行政で負担してくれって言うんです

ね。これがなかなか大きなハードルでございまして、ここの辺を考えな

がら、しっかりとした交通機関の確保をしないと、この田んぼ事業も成

功しないと思いますので、しっかり考えていきたいと思いますので、御

理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  難しい課題だとは思いますが、できるだけ早く市内交通を充実させて

いただきたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 目標とする10万人の集客に向けて、まず初年度は何万人、2年目、そ

して5年目の目標数、10年目、20年目の目標数の設定が必要だと思いま

す。田んぼアートだけでなく、それと合わせて中世屋台村の運営を考え

るなら、集客数は屋台村の売上げにも直結するので、かなりシビアな目

標数値の設定が必要と考えます。 

 調査報告書の整備費と運営収支シミュレーションでは、基盤整備費が

約2億円となっています。単年度収支については、市の調査報告書では

田んぼアートの開催期間が約5カ月の150日間で、年間来場者数が10万人

と想定したときの単年度の営業収入は3,343万円となり、支出は3,170万

円で、差し引き173万円の黒字と予測されています。 

 しかし、仮に開催期間が3カ月の90日間で、来場者が50％の5万人しか

入らなかった場合、同様の計算方法ですと、営業収支が約2,031万円の

赤字になります。赤字を出さないようにするためには、予定している

2020年の開催時に10万人の集客が必要です。 

 また、田んぼアート開催期間が現状では3カ月と想定されるのをどう

やって5カ月に延ばすのかという話になります。5カ月の鑑賞期間は現実

には非常に厳しいと思っています。先日全員協議会で湯治村や湯の森な

どの運営状況について、執行部から説明を受けましたが、事業を開始し

て20年近く経過すると、改修費や修繕費が膨らんでくることや、社会情

勢や経済情勢の変化にも対応していかなければならず、20年、30年と長

期間経営を継続していくことの厳しさを実感しました。 

 田んぼアート事業で目指す姿の一つに、長期継続性を挙げられていま

す。多額の事業費をかけて事業をスタートするわけですから、いざ事業

を始めたら、できるだけ長期間事業が継続するよう努力していくのは当

然のことですが、そのためには綿密な収支計画の策定が欠かせないと考

えます。目標とする10万人の集客に向けて、5年、10年、20年のスパン
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では、集客目標数をどのように設定しているのか。また長期継続性を考

えるうえで、重要な収支計画について伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「5年、10年のスパンでの集客目標数をどのように設定し

ているのか。また長期継続性を考える上での収支計画」についての御質

問にお答えいたします。 

 本市が取り組む田んぼアート事業は、有料観覧としているため、絵の

クオリティを高めていくことと、話題性のあるテーマ設定が重要になっ

てくると考えております。 

 現在計画をしている田んぼアート事業は、中世における屋台村の整備

による新たな観光地としての期待値も含めております。集客目標10万人

達成に向け工夫し、今後具体的な収支計画についても検討してまいりま

す。 

 現在、このことについては検討しておりますんで、具体的な数字が出

てきましたら、また報告していきたいと思いますけど。目標設定を30万

から10万に下げていることとか、非常に他の町にこういうことがないと

いうことを含めたら、非常に可能性のある数字と思ってますので、御理

解してもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  屋台村での事業を考えておられる方は、商売の経験者なので、ここら

辺のリスクは当然検討の上で参入を考えておられるとは思いますが、市

としても実行委員会の中で、しっかり条件などを取り決めておくことが

重要だと思いますが、市長はどのようにお考えでしょうか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のとおりでございまして、これから運営する意向、私はこ

れ非常にこのたびの事業が変わっていると思っているのは、今までは行

政がつくったら、行政で最後まで面倒見なさいと。湯治村とか湯の森も

そうですね。じゃなしに、後押しだけしてもろうたら、将来は我々が運

営していくという大きな希望を持っておられますんで、そこを軽い気持

ちじゃなしに、しっかりと実現性のあるものとしてしていただくために

は、我々もそれ相応の支援をしていかにゃいけんと思いますし、しっか

りその辺は考えて、また計画も立てていきたいと思います。 

 甘い考えはいけないんで、そのことをしっかりと踏まえながら、この

アート事業を運営する方にも協議していきたいと思っておりますので、

御理解を賜りたいと思います。 

 これ、今までやってきた湯治村とかと、投資額が全然違うんで、安い

んでですね、非常にこの可能性は高いと思いますけど、それにしても、

今第三セクターが問題になっとるところに、この新たなことをまた起こ
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して、また借金を抱えるようなことになるんかということにならんよう

に、しっかり責任を持ってこのことは検討していきたいと思いますので、

御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 昨年9月の一般質問で、市長は田んぼアート事業を実現するためには、

市民の方の理解と協力が必要なので、まずは市民に丁寧な説明を行い確

実に賛同を得ていくと話されています。きょうの答弁の中でもありまし

たが、私も全く同感です。この事業を成功させるには、市民のボランテ

ィアでの協力が欠かせないと思います。 

 しかし、市民の中には、まだ田んぼアートのことをよく御存じない方

がたくさんおられます。これから市民の協力を広く得るためには、もっ

と事業の目的と内容を市民に周知して賛同してもらう必要があると思い

ます。今後、田んぼアート事業のことを市民にどのような手段で周知し

ていこうと考えておられるのか伺います。また、今後の事業計画につい

て伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「田んぼアート事業を成功させるためにはどのような取り

組みを行うのか。また、今後の事業計画」についての御質問にお答えい

たします。 

 全国的に見ても、田んぼアート事業は、春先から秋の収穫まで、長期

間にわたり来場者が鑑賞に訪れます。田植えや稲刈りのイベントには、

数千人単位の参加者が見込まれており、小中学生や市民の方の協力が必

要不可欠な状況にあります。 

 また、田植え後は、稲の育成に伴う圃場の管理、田んぼアート期間中

には会場周辺の環境美化など、周辺住民の協力も必要と考えております。 

 地元振興会を初め、学校、教育団体、農業関係団体、協賛団体等、幅

広く呼びかけることにより、平成32年度に本格的な田んぼアート事業を

実施してまいりたいと考えています。 

 議員御指摘のように、安芸高田市民こぞって、この事業についての御

理解を賜ることが必要でございます。先ほども申し上げましたけど、当

面はやっぱり測量あたりを吉田高校の実習生にやってもらうとか、この

後、稲のないときを、例えばペットボトルを活用したアートを子供たち

に、つくってもらうとかいうこと。それから田舎館村では田植え時期に

は職員が総出で田植えをしたりしているんで、職員の理解とか、市民の

方々の理解も必要だと思っております。 

 このことが今の毛利元就、神楽、いろんなことの観光事業を高めるた

めの相乗効果になってくればと思ってますので、御理解を賜りたいと思

います。 
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○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  田んぼアート事業については、昨年の11月に事業の進捗状況報告があ

って以降、ことし5月に美土里町で実験のための田植えが行われたとい

う情報をもらって、1カ月後の6月22日に現地視察に行かせてもらっただ

けです。事業についての情報が余りにも少な過ぎて、事業への判断がで

きる状況ではありません。必要な情報や資料はもっとタイムリーに出し

ていただきたいと思いますが、市長の考えを伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  この事業は、やっぱり市民の協力とかないとできない事業なんで、議

員御指摘のように、そういう啓発が足らんとすれば、市民にちゃんとし

た形で啓発を深めていきたいと。それによって、厳しい意見ももらいな

がら事業を成功させていただきたいと思っておりますので、どうかよろ

しくお願いいたします。 

 今までの啓発が足りないと言えば、またきょうもこういう提案をもら

いましたんで、しっかり帰って職員に指導いたしますんで、啓発広報と

いうのはかけていきたいと思います。 

 御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  先ほど言いましたように、田んぼアート事業を再来年、2020年度には

開業されるわけですが、事業の進捗状況がよく見えないと思っておりま

す。実施計画書をもとに、それぞれ事業に取り組んでおられると思うん

ですけれども、そこについては何を基準にして事業を進めておられるの

か、市長にお伺いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  この事業につきましては、最初に思ったのは、青森県の非常に田舎の

ほうで、30万人の集客ができとるじゃないかと。ここでうちはできんこ

とはないと。10万人ならと思うたんですけれども、このことによって、

今までのうちの、皆中途半端なんですよ。神楽にしても、毛利元就にし

ても。こういうことの合わせて1本の世界ができるんじゃないかと思っ

て、これ提案したわけです。費用対効果も、非常にお金も投資額も少な

くて済みますので、このことを一緒に考えながら、考えてます。相乗的

には。 

 ただ、まずこのことの組織づくりはこのたびの4月にやりました。担

当課長も決めました。だけど、御指摘のように、具体的に何してどうや

るんかというのは、まだ示されていないというのもあると思いますけれ

ども、今一生懸命考えていますんで、鈍行列車かもわからんけれども、

できるだけ特急になるように、情報提供をしていきたいと思います。 
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 このことにつきましては、やっぱり慎重かつやっていかにゃいけんと

思いますけれども、いろんな意見を聞きながら、成功に導いていきたい

と思いますんで、御理解を賜りたいと思います。 

 今までの情報不足につきましては、しっかり反省しながら市民の方々、

議会の方々にもまた御説明を申し上げたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  2番目の質問に移ります。 

 安芸高田市の防災について質問します。 

 7月に発生した西日本豪雨では、安芸高田市でも甚大な被害が発生し

ました。特に向原町や甲田町は河川の被害が甚大でしたが、土砂災害は

市内の至るところで発生しています。気象庁が発表したように、かつて

経験したことのないほどの大雨が降ったのが災害の一番の原因だと思い

ます。 

 安芸高田市は面積の約80％が山で、まさに山に囲まれた町です。近年、

山を管理、手入れをしなくなったために、山の荒廃が進んだことと、

年々ふえていくシカが山の下草を食い荒らし、裸地化が進んだことによ

り、土砂崩れが起こりやすい状況になっていることが考えられます。 

 昔から治水は治山からとよく言われます。私は治山や治水について、

先日、日本治山治水協会専務理事の津元頼光さんからお話を伺うことが

できました。山は緑のダムと言われており、空気をきれいにするだけで

なく、雨が降ったら水を蓄えて少しずつ谷から川へ水を送っていくとい

うダムの役割をしています。木のないところに木を植えたり、つるを切

ったり、下草を刈ったり、間伐をして光を入れやすくすることで、下草

もよく生えるようになります。山の管理や手入れをすることで、山の保

水力が増して、木の根っこが強くなって、土砂崩れも発生しにくくなり

ます。 

 木のあるところと木のないところでは土が流れ出る量が、約3倍違う

と言われています。多くの人が山の大切さを認識して、みんなで山を管

理するようになれば、山のダム機能は確実に向上するので、必ず防災、

減災につながってくると話してくださいました。 

 今は山が無管理な状態で、大雨のたびに枯れ木や土砂が川に流れ出て、

被害が大きくなっているように思います。市長は今年度から取り組みを

始められた「森の学校プロジェクト」について、いろいろな事業を通し

て、みんなが山に入れるようにしたいと話されています。活動の効果が

出るまで、5年、10年、20年とかなりの期間がかかると思いますが、森

林資源の適切な管理により、水害を未然に防ぎ、水害を少しでも抑えら

れるよう、森の学校プロジェクトで里山管理の取り決めを推進してもら

いたいと思いますが、市長の考えを伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 
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○浜 田 市 長  ただいまの「森林資源の適切な管理と治山対策による水害防止の取り

組み」についての御質問にお答えいたします。 

 森林は水源涵養など、多面的な機能を有しております。森林の適切な

管理は、山地災害を防止するための重要な取り組みでございます。 

 今年7月に開催いたしました「森の学校プロジェクト」では、日本治

山治水協会の津元専務理事より、山地災害に備える治山の大切さや、森

林資源の保全について、小学生や保護者を対象にわかりやすく御講演を

いただきました。議員御指摘のように、山の手入れや植林などの地道な

作業が山腹崩壊などの災害を防ぐことにもつながってまいります。 

 今年度後半の「森の学校プロジェクト」では、子供たちによる植樹も

計画しており、森林の持つ魅力や、山の大切さを伝えるとともに、森林

の適切な管理が水害防止につながっていることなど、活動を通して啓発

してまいりたいと思います。 

 我々はすぐ山に入って、適正な管理をしたいんですね。このことが日

本が抱えている大きな問題、ＣＯ2対策にもなると。山があるばっかり

では、ＣＯ2対策にはならん。適正な管理、適正な間で木を植えてある

か、太陽がよう当たるかどうかと。邪魔な木は取り除いて、また足らん

木は補填していくというのが、大切な山の管理でございますので、こう

いうことはやっていこうと思っています。議員先ほど、4年とかって言

われましたけど、2年目ぐらいからここに定めたいと思います。そのた

めには、山に入る仕組みをつくっていかにゃいけんと。このたび、森林

法変わりまして、山に入る仕組みがずんと変わってきました。圃場整備

と同じように、換地ということにはいかないんですけど、作業許可とい

うことについてはできるようになりますんで、このことを活用しながら、

この安芸高田市、山を活用した活性化を挑戦してみたいと思っておりま

すので、御理解をしてもらいたいと思います。 

 そのためには、まず子供たち。市民の方々が、山の大切さ、必要性を

しっかりと訴えてもらうことが、我々の後押しになりますので、どうか

御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  日本治山治水協会が発行された「山地災害に備える」という資料を読

ませていただきました。自分の町に山地災害のおそれがある危険な箇所

がどこにあるか知っておくことが大切だと書かれていました。市にはハ

ザードマップがありますが、そこに載っていないところでも、危険な箇

所はあるかもしれません。市と住民が常に意識して、危険箇所をチェッ

クしておく必要があると思いますが、市長の考えを伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のとおりなんで、我々がここに逃げなさいと言っても、逃

げる経路において、危険性があったら困るということで、これが今回の
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水害の反省としてでもしっかりやっていかにゃいけんと。また大きな意

味で言えば、1000分の1ぐらいの大きな規模の災害があったとすれば、

逃げる場所は例えば郡山に逃げても、郡山が危険地帯になっとるわけで

すよ。ただ、どこへ逃げたらええかいうことを市民とシミュレーション

をしとかにゃいけんと思ってます。 

 これを機会にしっかりと市民の方に啓発していきたいと。このたびの

災害でも、どこへ逃げりゃええんかと。地域のところへ逃げればいいの

か、市役所に逃げればいいのかを、迷ってる方もたくさんおられますん

で、今後こういうことがないように、しっかり指導も啓発もしていきた

いと思いますので、御理解を賜りたいと思います。 

 まず、いろんなケースによって、逃げる場所が違うんで、そのことを

市民の方々にしっかり理解してもらわにゃいけんと思いますんで、御理

解をしてもらいと。これは、我々行政の仕事と思いますけれども、こう

いうことをしっかりこのたびの災害の反省としてもやっていこうと思い

ます。どうかよろしくお願いします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 このたびの豪雨により、地域によっては避難勧告や避難指示が出され

ました。私は避難指示が出された多治比川周辺の知り合いのところに電

話をして、避難の確認をしました。近所同士で誘い合って、みんなでア

ージョに避難された方もおられましたが、避難をされていなかった方も

たくさんおられました。「高齢の年寄りがいるので、避難が困難だった。

真夜中の避難はかえって危険だと思って、家の2階に避難していた。近

くに避難所があれば行くのだが、アージョは遠過ぎて夜間は危ないと思

い避難しなかった。」というのが避難されなかった方の主な理由でした。 

 私は、東広島市の志和町の知り合いが、大きな被害に遭われたという

ので、道路が復旧した8月に被災現場に行ったら、納屋がほぼ全壊し、

大きな流木が2本屋根に突き刺さった状況で、1メートル近くある大きな

石が5、6個転がっていました。話を聞いたら、親子で外に出ていたとき

に、急に土石流に襲われ、2人とも土石流と一緒に100メートル近く流さ

れ、九死に一生を得たということでした。娘さんがそのときの状況を話

され、とにかく避難勧告や避難指示が出たらすぐに逃げることが大切だ

ということを身にしみて知らされたと言っておられました。 

 広島市では早目に避難勧告や避難指示を出したが、避難指示を受けて、

避難所に逃げた人の割合は3.4％にとどまったと、新聞に載っていまし

た。避難情報をいかにして住民の行動につなげていくかが、課題だと思

います。避難の大切さを知らされる中で、安芸高田市の避難状況と課題

について伺います。また、できるだけ多くの方が避難をスムーズに行う

には、常日ごろから住民への啓発と避難訓練をしておくことが重要だと

思います。今後の住民への啓発と避難訓練の取り組みについて伺います。 
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○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「避難状況と課題、避難訓練」についての御質問にお答え

いたします。 

 7月豪雨災害では、市内で1,194人の方が避難をされました。これは避

難対象者数の4.1％に当たります。6日の午後3時半に、市全域への避難

勧告を発令し、午後7時半に多治比川の一部などへ避難指示を発令いた

しました。 

 避難者の約半数は夜8時30分までに避難をされていますが、残りの半

数は、それ以降の夜中、雨のピークが過ぎた後で避難されております。

より多くの人に、より早い段階で、明るいうちに避難をしていただくこ

とが課題と考えます。 

 いずれにいたしましても、避難訓練は大切であると認識しております

ので、既に一部の自主防災組織で実施しておられますよう、事例を参考

に、各自、自主防災組織と連携いたし、避難訓練を行えるよう、検討と

働きかけをしていきたいと思います。 

 災害対策本部におきまして、我々はまだ警報見込みでも、予測される

場合には、明るいうちに避難所を開設することをこのたび心がけました。

市内の6カ所だったんですけど、こういうことによって、お年の方々は、

日中の明るいうちに避難をされた方も多いです。 

 ただ、この場合空振りがあるんですよね。このことは市民との啓発だ

と思うんですよね。空振りを恐れよったんじゃ、なかなかならんと。い

わゆる他の市町、岡山県とかそういうことがございましたね。倉敷のほ

うで。避難勧告を遅く出したから事故につながったということがあるん

で、我々も空振りを恐れずに、ちゃんと理解してもらう必要があるんだ

と思います。これは平素から防災について、しっかりと啓発をかけてい

くことが大切と思っております。 

 安芸高田市は、他の市町よりも決して遅い状況じゃございません。早

い時期に避難勧告を出しております。このことが成果として避難される

市民の方々もだんだんと数が多くなってきております。これは我々の今

までやってきた成果と思いますけど、これからももっともっと啓発をか

けながら、皆さん方に避難していただくことを心がけていきたいと、か

ように思います。 

 御理解賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  先日、郷野の長屋グラウンドで、消防団が消火訓練をされているのを

見ました。団員の方の機敏な行動が印象に残りました。 

 それぞれの地域では自主防災組織で訓練されていますが、地域の人に

も身近な消防団員の方に避難のときの訓練を指導していただけたら、市

民も参加しやすいのではないかと思います。消防団員への協力をもらう
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ことは可能でしょうか。市長に伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  消防団と地域住民との連携だと思いますけど、既に消防団という方が

地域の方々なんで。ボランティアなので、我々はある程度負担をかけて

はいけないと、いうことを考えています。 

 このたびの捜索にしても、我々行政だけ。うちの常備消防と警察でや

ろうじゃないかというように、ボランティアの方々にはしっかりと、い

ざというときに手伝ってもらうということなんで。ただ、そういうよう

に、地域によって、住民の方々が消防団と一緒に行動してもらうという

ことがあれば、やっぱり我々には大切なことなんで、啓発をかけていき

たいと、かように思います。 

 貴重な御提言ありがとうございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 7月の6日から7日にかけて災害が発生して、7月11日には安芸高田市社

会福祉協議会に災害ボランティアセンターが開設されました。市として

は、本格的な災害ボランティアセンターが開設されたのは初めてです。 

 安芸高田市社会福祉協議会の担当者に話を聞くと、市の社会福祉課や

危機管理課と連携をとりながら、11日からボランティア依頼の受付とボ

ランティアの募集を始められて、15日にボランティア活動がスタートし

たとのことでした。 

 私は初日になる15日の活動に、いつも一緒に活動しているボランティ

アの仲間と参加しました。社協の甲田支所に災害ボランティアセンター

を置かれていて、担当者から作業現場や作業内容の説明を受け、熱中症

対策などの注意事項を聞いた後、現場の甲田町高田原に着くのに30分も

かかりませんでした。受付の対応もきびきびしておられ、スムーズにセ

ンターを立ち上げることができたのは、とてもよかったと思いました。 

 災害ボランティアセンターの責任者の方に運営全般のことを聞いたら、

スタートした7月15日から8月31日の終了までに、向原町や甲田町を中心

に33カ所で活動し、ボランティアの参加者数は、社協職員を除いて、延

べ300人だったということです。ボランティアの申し込みと、ボランテ

ィアに参加してもらう方とのバランスも比較的うまく取れていたので、

大きな支障やトラブルもなかったということでした。 

 このたびの災害で、市社協の災害ボランティアセンターと市の災害対

策本部との連携を含めて、よかった点と課題を伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「災害ボランティアセンターとの連携」についての御質問

にお答えいたします。 
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 災害ボランティアセンターにつきましては、安芸高田市地域防災計画

において、市社会福祉協議会が設置・運営し、市及び災害対策本部は、

ボランティア活動の円滑な実施のために、センターを支援することとさ

れております。 

 このたびの災害では、7月11日に市社協が災害ボランティアセンター

を設置されましたので、その際、土のう等活動機材・物資の確保や、ボ

ランティアの要望・募集の市民への周知などを協議し、必要な支援を行

ってきたところでございます。 

 市社協における活動資機材などの確保につきましては、このたびはさ

まざまな団体から高圧洗浄機や手袋、防じんマスクなど、たくさんの活

動資機材や物資の寄附を受けられており、市からは土のうのみを支給を

いたしたところであります。また、センター運営の課題につきましては、

市社協から平日のボランティアの確保が難しかったということを聞いて

おります。 

 市といたしましても、平常時から市民のボランティアへの理解を得る

ことが必要と考えております。 

 御理解を賜りますようお願いをいたします。    

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  今回はボランティアに参加された人数が、一番多い日で29人、平均す

ると1日10人ぐらいだったので、受付がスムーズにいったということで

した。大きな災害が起きて、今の2倍、3倍の人数のボランティアが必要

になり、ボランティアの開設期間が2カ月、3カ月と長期になったら、今

の社協の体制だけでは運営が厳しいと思うので、他の団体の協力が欠か

せないと話されていました。災害ボランティアセンターへの市の強力な

支援をお願いします。 

 次の質問に移ります。 

 災害が起こった場合、被災者への支援をいち早く行うためには、市内

の関係機関や団体と災害ボランティアセンターとの連携がますます重要

になってくると思います。災害の状況によっては、ボランティアに参加

してもらう人数確保も大きな課題になってきます。 

 今回は、災害ボランティアセンターを甲田支所に開設しましたが、災

害の発生場所によっては、開設場所も臨機応変に設置する必要があると

思います。また、いざというときに、市と社協が情報を共有し、万全な

支援体制を組むためには、マニュアルに沿った訓練を定期的に実施する

必要があると考えます。 

 今後、市と市社協の災害ボランティアセンターとの連携をもっと強め

ていくことが災害復旧の大きな力になると思いますが、市長はどのよう

に考えておられるか伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 
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○浜 田 市 長  ただいまの「今後の災害ボランティアセンターとの連携」についての

御質問にお答えいたします。 

 災害ボランティアセンターは、市社協が設置し、運営をされることと

なりますので、災害の際に、緊急かつ円滑な運営を行うためには、市や

市の災害対策本部、または関係団体と市社協との連携は大変重要なこと

となると考えております。 

 そのためには、議員御指摘のとおり、平常時からの連携のとれる体制

づくりが必要でございます。この体制づくりの一つとして、平常時に市

社協において、災害を想定したシミュレーション研修会を年1回実施さ

れておられます。 

 また、このたびの災害では、ボランティアの確保が難しかったと聞い

ておりますが、この確保のためには市民の力が欠かせないと考えます。

市社協と連携しながら、平素から市ボラネットの機能を生かし、ボラン

ティア団体や地域の力が災害時に十分発揮できるよう、体制をつくって

いく必要があると思っております。 

 今後も災害時のボランティア活動が円滑に行われるよう、市の災害対

策本部や各部署において、平常時から市社協と連携を図っていきたいと

考えておりますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  みんなで力を合わせて災害に強い安心・安全の安芸高田市になってい

くことを願っています。 

 質問を終わります。 

○先 川 議 長  以上で、芦田宏治君の質問を終わります。 

 この際、11時30分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時１８分 休憩 

午前１１時３０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 1番 新田和明君。 

○新 田 議 員  1番、新田和明。 

 皆さん、おはようございます。 

 通告に基づき、大枠2点について質問いたします。 

 質問の前に、このたびの西日本豪雨災害、また北海道地震で被災に遭

われた方に心からお見舞い申し上げます。 

 本市におきましても、お二人亡くなられ、お一人がまだ行方不明な状

況。1日でも早い発見と、亡くなられた方に心からお悔やみ申し上げま

す。被災された方が安心して暮らせる生活の復旧と、地域の復興を全力

で働きかけてまいります。 
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 また、酷暑の中、先ほど芦田議員からも話がありましたが、清掃ボラ

ンティア等のとうとい御尽力に対し、深く感謝申し上げます。 

 また、災害時には、市長を初め、執行部の方や5町の支所長を初め、

緊急対応で支所配属になられた全ての職員の方には、市民の安全、安心

のため、日夜災害対応をしてくださったことは、感謝申し上げます。 

 それでは1番目の質問に入ります。 

 議会基本条例の第3条第2項、第3項にこのように記しております。 

 第2項、市政の課題全般について、課題別及び地域別等の市民の意見

を的確に把握し、市民の負託に応えること。第3項、個別的な事案の解

決のみでなく、市民全体の福祉の向上を目指すこと。とあります。役割

を果たすためには、行政の監視機能、及び政策立案、自己研さん等によ

り、議員みずからが資質の向上を図り、責務を自覚し、市民の負託に応

えると、議員1人1人が市民とお約束しております。市民からの意見をも

とに、政策提案していくことで、本市のさらなる発展に寄与できると思

います。どうか真摯に受けとめ、また精査し、市民生活向上に活用いた

だければと思います。 

 私はせんだって7月、豪雨災害の状況を市民の女性から報告いただき

ました。全員協議会でも少しお話しましたが、7月6日の豪雨の夜、県道

37号線を広島市内より安芸高田市に帰宅途中、豪雨により河川氾濫や道

路の側面からの大量の水、また土石流で道路が全く見えない状況だった

そうです。どこを走っているのかわからない。道を間違えたのかと錯覚

するぐらい、いつも通っている道が、別世界のようだったとおっしゃっ

ておりました。自分の前後に走っていた車もいつの間にかいなくなり、

ふとそのとき、このまま死んでしまうのと思われたそうです。最後にな

るかもしれない、そう思われた女性の方は、自宅で帰りを待たれている

御主人にお電話をされたそうです。「お父さん、私は多分死んでしまう。

今まで本当にありがとう。」と。電話先で御主人は、「そんなこと言わ

ずに帰ってきてくれ。」と、涙、涙のやりとりがあったそうであります。

何とか自宅に戻ることができ、奇跡的な帰宅ができましたとのお話を伺

いました。 

 大枠1.お太助フォンの今後について、先ほどの御相談者から、テレビ

テロップでは全体感は理解できても、安芸高田市内がどんな状況なのか。

道路は大丈夫なのか。河川は氾濫していないのか。山、がけの崩落はな

いのか等、そこで本市に帰宅されようとしていらっしゃる方に対し、危

機管理の徹底として、お太助フォンで案内されている内容をスマートフ

ォンやタブレットで閲覧ができないのか。地域の緊急避難場所や道路、

河川の状況を出先や帰宅中の市民に伝えることで、安心、安全につなが

ると考えるが、お考えをお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「お太助フォンで案内されている内容をスマートフォンや
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タブレットで閲覧できないのか。」についての御質問にお答えいたしま

す。 

 市ホームページにおきましては、災害情報のみならず、逐一新しい情

報を提供させていただいております。スマートフォンやタブレットにお

いてもこの情報は閲覧することができますので、御活用いただきたいと

思います。 

 また、災害関連の情報などについて、市民の皆様によりわかりやすく

伝えるための工夫として、ＳＮＳ向けの情報提供の手法について検討し

ていきたいと考えております。一部は先の豪雨災害時にも導入をしたと

ころであります。 

 なお、現在も広島県防災ＷＥＢや気象庁などの防災情報につきまして

は、自宅パソコン、スマートフォンやタブレットなどで確認することが

できますので、市民の皆様にはこのことをわかりやすく啓発する必要が

あると考えておりますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  私は7月5日、6日、地元高宮支所にて待機させていただきました。

次々と入ってくる情報をもとに、職員が避難状況や河川、山林、道路の

状況をきめ細やかにホワイトボードに記入しておられ、すぐさま情報を

もとに連絡があった現地に急行、確認の後に本庁に報告されておりまし

た。 

 6日お太助フォンでの放送案内は以下のとおりでした。少し抜粋して

紹介いたします。 

 6日15時25分、先ほど市長もおっしゃいましたが、市内全域に避難勧

告を発令しました。安芸高田市に土砂災害警戒情報が発表されており、

土砂災害の危険性が高まっていますとの内容の繰り返しでした。また、

16時20分には、三篠川の水位が氾濫のおそれがある水位に到達したため、

三篠川周辺の浸水想定区域に避難勧告を発令しましたと放送がありまし

た。 

 お太助フォンの画面では、文字の掲載として、氾濫危険地域名と危険

な区域や開設する避難所が表示されておりました。このお太助フォンの

危機管理情報と各支所から報告されたきめ細やかな報告をリアルタイム

にお太助フォンやスマートフォンを活用し、案内することで、市内市外

の方に細やかな情報提供が可能になり、それによって、安心と安全の注

意喚起ができると考えます。 

 総務省2016年調べによると、スマートフォン所有は世代比率71.8％、

個人においても56.8％の状況となっております。また、大手携帯電話会

社の代理店をしている弊社におきましても、直近において、6割から7割

はスマートフォンと掌握しております。外国人の方も含め、誰でも情報

を入手できる仕組みが望ましと思います。 

 したがって、本市のホームページの閲覧、さっき市長おっしゃいまし
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たが、スマートフォンやタブレットで簡単操作ができる改良、多言語、

外国の方がきちっと見れる対応も含め、独自のアプリケーション等へつ

ながっていく必要もあると考えますが、市長の考えを再度お伺いいたし

ます。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  貴重な御提言ありがとうございます。 

 このタブレットとかスマートフォンっていうのは、非常に常識的な問

題なんで、我々が市民の皆さんにできるだけ見やすく伝達していくこと

だと思います。 

 先般も外国の方々が、それを見てから来られたわけですけれども、残

念ながらこれは国際交流協会にお願いしたということなんで、このこと

も我々平素からやっぱり連携をとってから情報の提供の仕方をこれから

勉強もしていかにゃいけんと思います。 

 いずれにしても、新兵器でございますので、年寄りの方も含めまして、

ちゃんとこれは簡単に使えるんだという啓発をこれからかけていかない

と、せっかくのいい機械も見てもらえんということになりますので、こ

れからも啓発をかけていきたいと思います。 

 新しい新兵器を市民の皆様方に全部使ってもらって、その情報の中で

また安全を確認してもらいたいと、かように思ってますので、よろしく

お願いいたします。 

 これから、今度幹部会でも支持しますけれども、このことを市民にわ

かるようにするには、どうすればよいかということも、手法を含めて検

討していきたいと思います。 

 ありがとうございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  調査研究も含めて市民にわかりやすく伝えていくと、いうことの市長

の御答弁だったと思います。さらに開発して、今はどんどんどんどん日

常、すぐにも内容が変わったりとか、アプリケーションがよくなったり、

特にホームページからスマートフォンのアプリケーションに簡単に移行

できる、安価でできることがいっぱいありますので、どうかそこを調査

研究していただいて、1日でも早い改善をされることをお願いします。 

 （2）次の質問に入ります。 

 平成25年10月から開始になり、5年を経過しようとしているお太助フ

ォンであります。平成24年度補正予算の委員会での答弁の中に、お太助

フォンで議会中継を各家庭でできる仕組みを設けたいとあります。いつ

可能になるか、また今後新モデルへ変更のお考えがあるかどうかお伺い

いたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 
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○浜 田 市 長  ただいまの「お太助フォンでの議会中継、お太助フォンの更新」につ

いての御質問にお答えいたします。 

 現在、議会中継につきましては、ＹｏｕＴｕｂｅの映像配信サービス

を利用して、本会議の様子をインターネットにより中継をされておりま

す。この取り組みは当時、お太助フォンを利用しての議会中継には追加

の費用が必要であることから、議会との協議の中で、安価にできること、

インターネットが利用できる人は、視聴が可能であること、などから現

在の手法が取り入れられていると理解しております。 

 お太助フォンを利用したリアルタイムでの議会中継は、引き続き現設

備機器ではできませんが、録画したものを視聴することは可能でござい

ますので、今後、市議会において議会中継のあり方の御議論をいただき

ながら、一緒に検討させていただきたいと考えます。 

 なお、お太助フォンの告知端末につきましては、平成32年3月までが

法定耐用年数となりますので、それ以降に更新できるよう、新しいサー

ビスの可能性や更新費用、機種選定も含めて検討する必要があると考え

ておりますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  答弁の中に、議会での検討が必要と、録画であればできますよという

御答弁だったと思います。過去、さまざまな議論を尽くし、経費をかけ

ないでできる限り市民に広報したいとの議論の中で、無料のＵｓｔｒｅ

ａｍへと取り組みがなされてきたと思います。時代も変化し、先ほど市

長がおっしゃったとおりで、今はＹｏｕＴｕｂｅで同時中継という形に

なっております。 

 では、もっと市民に広く議会中継を視聴いただくということで言えば、

先ほど市長もおっしゃいましたが、録画であればＶＯＤ対応機能のつい

たお太助フォンであれば、視聴が可能ということで理解もしてますし、

私も確認させていただきました。 

 また、御提案部分なんですが、定時放送の予算内で放送はできないも

のなんでしょうか。また、議会内で、再度議論は必要と考えますが、先

輩議員の方々、いかがでしょうか。録画だったらできますということで

す。 

 市長に再度お伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  貴重な提案でございます。我々とすれば、市民の方々にいろんな情報

を即座に提供したいということがございますので、議員の皆さん方のこ

れはぜひともいいことだから、金かけてもやれということであれば、前

向きにまた考えていきたいと思います。 

 どっちにしても、市民の皆さん方に議会のこととか、行政のことを的

確に伝えるということは非常に大事なことと思ってますので、どうかよ
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ろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  議論をしっかり議会の中で話をして、とにかく市民に広報、また広聴

っていう部分で、細かく、今安芸高田市がどんなになっとるんかとか、

今議員1人1人がどんな決意で執行部の方へお願いしているのか、という

部分をしっかり市民お一人お一人に確認していただく上で、お太助フォ

ンに録画をとにかく流していただくという旨を今から検討していきたい

と思います。 

 次の質問に入ります。 

 （3）議会地域懇談会での市民からの要望で、お太助フォンを利用し

て、画面から市内のお買い物予約や地元の企業案内ができないのかとお

話をいただき、方向性または対応として、どのようにお考えかお伺いい

たします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「今後のお太助フォンを利用した新たなサービスの導入」

についての御質問にお答えいたします。 

 お太助フォンの利活用という視点では、市民の皆様の利便性の向上に

つながる利用の拡大として検討が必要と考えております。費用対効果の

視点と市民の皆様のニーズを的確に捉えながら、必要性を検討してまい

りたいと考えてます。検討を約束したいと思います。 

 御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  必ず御検討をするというお約束をいただきました。お太助フォンの利

活用も含めて、とにかく地域で何が今問題なのかということを明確にし

ていきたいと思います。 

 高齢者や障害をお持ちの方で、外出困難な方への配慮として再度話し

ますが、社会福祉協議会様、商工会様、また民生委員様、生活支援員様

の御協力の中で、特に生活日配品をお太助フォンの画面操作から地元商

店に注文するということは、地域の活性化にもつながっていくと考えま

す。 

 また、近隣の会社案内や、また会社の電話番号を表示するということ

になれば、利用頻度も高まると考えます。また、さらに企業案内をする

ことで、市としては広告収入にもつながると私は考えておりますが、市

長もしあればお答えください。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  安芸高田市4年前から光ネットワークをつけたんですけど、この使い

方を一番してないのがこの中山間地だと思うんですよね。都会の人はも
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うこれを使って、ネット販売などをやってるわけなんで、うちの方々が

企業を含めて、ちゃんとこのことを活用によって、都会にはないサービ

スができるんだということを認識していかにゃいけんと思います。もち

ろん、ネット販売もあるし、議員御提案のこともしっかりとできるわけ

ですから、可能性を模索していって、活性化につなげていくことが大事

だと思っています。我々、私も含めて市民の皆様方にこの最高の武器で

ある光ネットを活用して、これを活性化につなげていくんだということ

をしっかりとまた訴えていきながら、我々勉強して、そういう活用をし

ていきたいと、かように思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  市民の方でお太助フォンを設置された方に対して、再度1点なんです

が、特に移住されて定住希望をされる方に対して、無償設置を今後の検

討課題にしていただきたいと思います。以前から、同僚議員からもせっ

かく引っ越してこられたんじゃけえ、あげたらどうかっていう話も、私

もお聞きさせていただいたし、この場でも聞かせていただきました。そ

この部分も再度市長、検討をいただきたいと思います。 

 一たん先ほどの話に戻りますが、平成32年にはお太助フォンを新お太

助フォンに変えていこうという話があったので、1点御提案させていた

だこうと思います。 

 新お太助フォンは、大体4万円から5万円が予想価格ということで聞い

ております。例えば、市民の皆さんの御理解をいただくということであ

れば、ワンコイン500円を5年間分割として月々の使用料金に加算する仕

組みを取れば、高齢者の方に対し、一度に多額の出金をしていただくこ

となく、新モデルの移行も考えられると思います。個人負担金500円×

60カ月で、3万円の御負担。市の負担は、お太助フォン本体が仮に4万

5,000円だと、3万を引いた場合、1万5,000円が市負担と。4月1日、住民

基本台帳、世帯数で言えば、1万3,492世帯、通知広報数で言えば、1万

1,530世帯、配付比率の86.7％で計算して、1万世帯分で契約をいただく

ということであれば、1億5,000万が市の負担ということに、今後なって

いくと思いますので、どうかその辺も含めて、御検討いただければと思

います。 

 さまざまな議論が必要とは考えますが、5年超えて今度は7年入ると故

障も出てくると思います。それもしっかり頭に入れておいていただいて、

御検討課題にしていただければと思います。 

 大枠2の質問に入ります。 

 あじさいネットについて、市長コラム第50回光ファイバーによるブロ

ードバンドの整備の意義について書かれている中で、財源的にも40億円

という膨大な費用を要しますが、合併特例債、国庫補助を活用し、実質

75％以上の国費の投入、25％の市費分については、15年間分割で返済を

していただけるめどが立ちました。このたび安芸高田市において、整備
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するシステムは、従来の有線、無線に変わり、行政情報伝達テレビ電話、

高齢者の安否確認、危機管理、インターネット等、これまで以上のサー

ビスがより低価格で迅速に提供できるものとなっています。 

 また、情報の伝達速度、専用回線の確保など、他の市町にないサービ

スの提供ができる特典となっており、この特典をフル活用して、企業の

立地を有利に展開したいと思っています、とあります。約40億円かけた

光ファイバーのインフラですが、国の資金等の活用で、実質、10億円が

市の負担で、15年での支払予定、1年間の支払いが約6,600万円、1カ月

が550万円ということになっております。 

 大手光回線会社の約半分の予算で光ファイバー網と一部無線整備地域

設計により、設置当時914.3キロメートルで、ほぼ本市全域に光通信網

を張りめぐらされたことは、大変評価できると私は理解しております。 

 そこで、（1）中国ブロードバンドサービス様の平成30年4月1日時点

での御契約数がお太助フォンのみ6,004件、あじさいネットのみ404件、

お太助フォンプラスあじさいネット3,638件で、合計1万46件の状況であ

ります。また7月末では、お太助フォンのみからお太助フォンプラスあ

じさいネットのお客様が増加傾向ともお聞きしております。 

 安芸高田市光ネットワーク設置及び管理条例、第7条、第4項に、ＩＲ

Ｕ契約を締結した電気通信事業者は、ＩＲＵ契約に定めるセンター設備

及び伝送設備の貸し付け料を市に支払わなければならないとあります。

契約内容は、常に変化していると考えますが、現状と今後についてお伺

いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「中国ブロードバンドサービスとのＩＲＵ契約の現状と今

後」についての御質問にお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、市は所有するセンター設備や伝送設備の貸し付

け料を条例に基づき、ＩＲＵ賃借料として中国ブロードバンドサービス

から支払いを受けております。 

 ネットワーク設備の運営に係る電気代や、機器保守費、電気工作物の

点検料、電信柱への光ケーブルの共架料や本市が建てた柱に係る土地賃

借料などの契約が対象となり、昨年度ＩＲＵ賃借料は約2,700万円が支

払われております。 

 また、中国ブロードバンドサービスは、このＩＲＵ賃借料とは別に、

基本協定に基づき、税引き前純利益の一部を今後必要となる機器更新の

ための積み立ての一部として市に払っていただいておりますのが現状で

ございます。 

 御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  ＩＲＵ契約とは、合意がない限り、破棄したり終了させることができ
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ない、永続的な回線使用権のこと、別名、破棄し得ない使用権とも言わ

れております。一般の賃貸借契約に基づく使用権に比べ、使用権者の権

利を強く保護している契約となります。 

 ことし10月で5年が経過し、契約の見直しや新たな交渉が必要と考え

ますが、現在本市はＩＲＵ契約として年間先ほど市長がおっしゃった、

約2,700万円を徴収されていらっしゃいます。ＩＲＵ契約以外の手数料

を中国ブロードバンドサービス様の利益の何％とかを受け取り、本市の

基金積み立てをしていると理解はしております。先ほどおっしゃったと

おりです。 

 28年度、歳入・歳出決算書、財産調書積み立て28の中で、決算年度末

現在高で1億6,841万8,000円との状況であります。この基金は、今後光

ケーブルのメンテナンスや、附属機器等の順次改修費用に充てられると

考えますが、私は市の光ケーブルの状況を見て回らせていただく中で、

かなりの箇所でつたや樹木、雑木の枝に挟まれ、今後ケーブルの切断へ

とつながる恐れがあるところを確認しました。 

 総務省も30年度から耐用年数の検証と見直しの検討を集中的に行う旨

が述べられたところであります。一般的には光ファイバーの屋外につい

ては、15年から20年と言われていますが、確かな検証はないとお聞きし

ております。光ファイバーの屋外での耐久年数や接続機器の交換など、

具体的に本市としてはどのようにお考えになられているのでしょう。計

画があるのでしたら、お知らせいただきたいと思います。これがまず1

点。 

 2点目としては、管理手数料及び保守点検料として、基金を取り崩す

ことなく、お太助フォンやあじさいネットの基本料金の合計の10％以上、

ＩＲＵ契約に盛り込む使用目的を明確にし、中国ブロードバンドサービ

ス様から徴収することはできないでしょうか。 

 4月末の状況ですが、基本料金の合計が月2,000万円以上が中国ブロー

ドバンドサービス様から想定されております。10％で交渉できたら、月

200万円が新たに市として収受できる金額となっていきます。指定管理

とは違い、ＩＲＵ契約では、市が事業者に対し、市が建てかえた電柱、

電気、空き地等先ほど市長おっしゃったとおりで全額請求できる契約。

厳しいようですが、運営権に関して、民間の中では恵まれた環境での営

業活動、特徴としては3つあります。ほかの事業者で入りにくい、市に

不利益がない限り、変更がない。2つ目、プロバイダーの選択ができな

い。プロバイダーというのは、無限に広がるインターネットの入り口の

門番という役目ですね。プロバイダーの選択が、あじさいネットしかで

きない。ＩＲＵ契約は5年で微調整、まだ10年が本当の更新と。更新月

以外では契約変更が原則できないと、私は理解しております。 

 本市に守られた営業活動ができ、実績が上がった分だけ、安定した収

益が見込まれる状況。気になるのは、本市の管理としてお太助フォンや

あじさいネットの契約、また解約状況や市民からの苦情、要望等も含め、
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掌握されているのかどうかを含め、今後の取り組み内容をお伺いいたし

ます。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  この問題につきまして、我々もよくこの光ケーブルの性格とか、仕組

みというのは、あんまり勉強不足だったと思うんですけど、課題があれ

ば今後契約を変更するわけですから、持続可能なものとなるように、再

度検討していきたいと思います。 

 これ、うちだけじゃなしに、全行政の課題でもございますので、ここ

らはお互い話しながら、やっぱり大事なネットでございますので、しっ

かりと検討していきたいと。具体的には、総務部長のほうが話しますけ

ど、こういうことで今考えております。今は具体的な、苦情とか課題を

整理しながら、次のステップへいくということで、御理解してもらいた

いと思います。 

○先 川 議 長  引き続き答弁を求めます。 

 総務部長 杉安明彦君。 

○杉安総務部長  ただいまの新田議員の再質問にお答えをいたします。 

 光ファイバー、御指摘いただきますように、この整備については、国

庫補助を受けておりますので、議員も途中おっしゃられましたように、

この機器の更新、これには法的な法定耐用年数を鑑みながら、次の更新

をしていくということがございます。 

 短いもので6年、機器の中では6年であったり、先ほどケーブルの伝送

部分でありましたら、10年とありますが、実際には議員御指摘のように、

それらについて、本当に10年なのかという部分は、まだ技術的には確立

ができていないというのも、お聞きしております。 

 ただ、それらを踏まえても、法定年数の早いものについては、もう既

に今年度あるいは来年度あたりから検討をしなくてはならないというふ

うには考えております。 

 そのときに、議員も御指摘のありました、現在積み立てております基

金、これを一部使っていくことになりますが、全体の試算で言いますと、

これだけでは足りないというのは現状としてございます。 

 これらを次の段階において、どのように工面していくのかというとこ

ろで、民間事業者に契約の中身の見直し時に課していったらどうかとい

うことの御提案でございますが、これらにつきましては、現在その中国

ブロードバンドサービスの経営状況、これらについても大変厳しいとい

う状況もお聞きをしております。しかも、やはり世帯、人口の減少とい

うことも、これらに関係してきますので、今後、かかる費用の積算、あ

るいは本当に耐用年数が実質どれぐらいで使用ができなくなるのかとい

うところもしっかり検証しながら、かかる費用についての市としての工

面の仕方というのは検討していく必要があるというふうに思っておりま

す。 
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○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  総務部長にもお答えいただきました。 

 私はまだまだ企業努力でいけると思います。お太助フォンやプラスあ

じさいネットで約1万回線あるのであれば、今現在その中で3,600程度が

ネット契約ということであれば、まだ36％ということであれば、半分以

上はとにかく目指していただきたいと。安芸高田市は、こんな町なんだ

よというのをとにかくインターネットを介してつながって、さまざまな

形で参加していただきたいということを市として訴えていただくことを

お願いさせていただきます。 

 あと、枝のところ、枝がかなり光ファイバーが圧縮してると、確かに、

こうくるくる回って少々では切れないような光ケーブルにはなってます。

しかし、今回の災害等で倒木したときに、ぶらーんと伸びて、切れずに

いたんですけど、ただそれが本当に切れないのかといったらわからない

んで、とにかく市として今枝木とか、樹木がどんな状況なのか、とにか

く掌握していただきたいということをお願いしておきます。 

 次の質問に入ります。 

 市民からの苦情で、インターネットがつながりにくい、または切断す

るとの御意見を伺いいたします。ある一定の場所で発生しているように

思いますが、20時から23時については、特に使用頻度が多く、つながり

にくいということは理解できますが、今後の対応についてお伺いいたし

ます。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「インターネットサービスの今後の対応」についての御質

問にお答えいたします。 

 インターネットがつながりにくい状況については、市民の方から市の

代表メール等にも御意見をいただいております。サービス提供事業者で

ある、中国ブロードバンドサービスによると、現在回線速度及び品質の

改善に向けたインターネット回線の増強に向け準備を進めており、年内

完了をめどに関係各所と調整しているとのことであります。インターネ

ットサービスのさらなる向上を強く中国ブロードバンドサービスに働き

かけていきたいと考えておりますので、御理解を賜りますようお願いい

たします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  今後つながるようになることでは理解させていただきますが、実際的

にコンバーターというのが2ギガから10ギガになって、約5倍の容量にな

って、送受信ができるようになるということで、すごく快適になるのか

なということで、期待はさせていただいております。ただ、このインタ

ーネットが使えるか使えないかで、かなり大変なことがあるということ
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で、ちょっと話もさせていただこうと思います。 

 携帯業界も3Ｇから4Ｇ、5Ｇと進化し、小さいものしか運べなかった

状態がＨＤ動画やショッピング、見逃したテレビ番組の視聴、ゲームや

ＳＮＳといったような使うから楽しむ時代へ進化を遂げようとしていま

す。自宅で楽しむインターネットは、つながって当たり前のインフラで

す。水道の蛇口を回したら水が出て、部屋のスイッチを押すと電気がつ

くのと同じです。通信事業、関係者の責任は重たいと考えます。 

 最後の質問で、大変恐縮ですが、必ずつながるということの断言をい

ただけるかどうか、市長お願いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいま私もお答えして、年内、ブロードバンドに改善をしてるいう

ことを期待してるわけでございますけど、これが改善が余り思わしくな

いという場合には、ほかの手法も考えながらまた検討していきたいと思

います。 

 現在のところ、向こうも年内にやると言ってますので、ただ、議員御

指摘のように、情報量が違うてきてますんで、ゲームやったりいろんな

ことするんで、このことについてはまた考えていかにゃいけんと思いま

すけど、大事なネットでございますので、大きな容量に対しても対応で

きるようなシステム構築については、しっかり考えていきたいと思いま

すので、御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  毎月チェックしていただいたら、恐らく何で込み合ってるのかという

ことも発見できるんじゃないかということで、期待しておりますので、

どうか市としてもしっかり中国ブロードバンド様と打ち合わせをやって

いただきたいと思います。 

 3の質問に入ります。（3）です。 

 通信は、上り・下りで構成され、アップロードやダウンロードといっ

たような双方向でやりとりをされています。最近では、クラウド保存さ

れた高容量データのやりとりが多いことや、常にインターネット回線に

接続されての待ち受け状態といったようなこともあり、速度と通信の安

定が求められます。企業誘致を進める本市において、例えば中国電力の

メガエッグまたはＮＴＴフレッツひかり等、ストレスが少なく速度の速

い通信インフラの導入を要望される企業もあるかと思います。場所、費

用も考慮した上で、本市として必要と考えますが、お考えをお伺いいた

します。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「企業向けのインターネットサービス」についての御質問

にお答えいたします。 
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 あじさいネットを導入するに当たっては、ＮＴＴなど、民間事業者が

コスト面等から、本市でのブロードバンドサービスの提供は困難である

との判断があったことから、本市独自の光ファイバー通信網を整備する

こととし、その運営は、中国ブロードバンドサービスが契約に基づき担

うという、さまざまなプロセスを経ての現在の姿がございます。 

 したがいまして、本市内の企業におかれましては、これからもあじさ

いネットを利用いただきたいと考えております。 

 先ほども答弁いたしましたとおり、年内には通信速度の遅延によるつ

ながりにくさは、一定程度解消される予定となっておりますが、企業誘

致を進める本市といたしましては、引き続き中国ブロードバンドサービ

スに対して、企業向け通信サービスの充実を図り、企業の利便性が向上

されるよう働きかけていきたいと考えておりますので、御理解を賜りま

すようお願いをいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  市長の言葉の中で、働きかけの充実という言葉がありましたが、本当

に企業はインターネットは使えて当たり前で、つながって当たり前。大

きい容量も流すということで、しっかり中国ブロードバンドサービス様

へ大きな容量はできないのかということで、速度を含めて交渉いただき

たいと思います。 

 平成30年度施政方針の中で、新たな取り組みとして、湯﨑県知事と浜

田市長との信頼関係の中で、県の事業を活用して、お試しオフィスを整

備され、企業を現地に招き、執務環境や立地環境、生活環境などを紹介

するお試しオフィスモニターツアーを実地される御予定、まさに今月9

月28日、29日の金・土の実地とのこと。地域における新しい働き方を生

み出す環境づくりを促進するとともに、企業が求める細やかな条件を把

握するための取り組みを支援してまいりますとあります。 

 大手光ファイバー会社のインターネット環境を整備することは、先ほ

ど市長おっしゃったとおりで難しいということで、せめて法人契約とい

う限定された中で、安定した通信、専門の言葉で言ったら、600メガか

ら1,000メガをどうか速度が可能となるよう、どうか最大の努力をする

ということのお約束をしていただきたいと思いますが、市長どうでしょ

うか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のように、県のほうもこの事業について非常に興味持って

おられます。ただ、15社ぐらい来るわけですけど、この方々が非常に光

について要望があると思うんで、できるだけ要望にかなえるようにしな

いと、ほかの町を選んでしまっていることもあるんで、その辺はしっか

りと情報をやっていきたいと。最悪の場合でも法人契約ができるような

仕組みづくりをしていきたいと考えます。 
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 まず、仕事づくり、人口減対策として安芸高田市の仕事づくりを最優

先で考えていきますので、この点につきましても、しっかりとまた今の

制度の改良も含めて、これからも考えていきたいと思います。企業誘致

しようと思うたら、やっぱり企業としてもその条件がございますんで、

できるだけ条件にかなえて、ここに安芸高田市で起業してもらえるよう

な仕組みづくり、要望を聞いてまいりたいと思います。 

 要望によってかなうか、かなわんかは、また別の課題でございますけ

れども、気持ちとすればしっかりとここに広島県のどの市町にも負けな

いような仕組みづくりを考えたいと思いますので、御理解を賜りたいと

思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  もう15社ぐらい決まって企業がまず来られるということで理解しまし

た。そのときに、どうかストレスがあったとか、いろんな方の御意見を

しっかり聞いていただいて、次に必ず参考になって、次、次回、企業誘

致につながる大成功になられることを期待しておきます。 

 最後になりますが、今後においても中国ブロードバンドサービス様と

安芸高田市は、最高のパートナーとしてインターネットによる安芸高田

市のまちづくり、ＩＯＴの仕組み構築をされることを希望します。ＩＯ

Ｔとは、インターネットの情報技術を利用して、物を動かし、効率的、

効果的に町全体を融合していくシステム。スマートフォンを中心とする

インターネットがもたらす経済的インパクトは目をみはるものがありま

す。使用者一人一人のさまざまなデータを収集し、その蓄積データをビ

ッグデータ化して、処理、分析を行うことで、現状把握や将来予測、そ

れに伴って価値創出や課題解決、また使う人にあっては、提案が今後可

能となってきます。まさにＡＩ、今から人工知能を使ったロボットが接

客する時代になると聞いております。 

 向かうべき方向性や重点課題、今取り組むべき課題と課題解決に向か

い、導いていくためには、10年、20年後を中心軸となる本市の現在、30

代、40代の若者を結集し、ここは職員の方も含めてという意味で理解く

ださい。作業部会を立ち上げていただきたい。部会の中では、教育や後

継者問題、外国人観光客、公共交通、民泊や観光戦略について、さまざ

まな課題の議論を尽くしていただきたい。また、2年後の先ほど話があ

りましたが、田んぼアートや道の駅へのお客様、誘引戦略についても、

意見交換や情報共有を行い、わかりやすく、リアルタイムにホームペー

ジやＳＮＳに公開し、方向性や施策の打ち出しを行っていただきたいと

思います。 

 青年が主人公のまちづくりへ、友人知人に紹介したいまち、安芸高田

市。おもてなしや人間味あふれる安芸高田市。どうかそんな町に市長は

したいとお考えですよね。最後お伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 
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 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  今の光ネット、ＩＯＴの活用というのは、やっぱり私もだけど、議員

の皆さんも市民全体が考えていかにゃいけんと思ってるんですよ。これ

まで田舎じゃ思うて諦めとった。人口少ない、山ん中じゃ、イノシシが

出ると。 

 ところが、この光ネットの出現のおかげで、都市との距離を少なくし

ました。このことをしっかり考えんかったら、安芸高田市の活性化はな

いと思います。これは我々もしっかり勉強しながら、活用していきたい

と。このことをフル活用しながら、次の事業の展開、活性化に向けては

考えていきたいと。職員一丸となって考えていきたいと思いますので、

御理解を賜りたいと思います。 

 貴重な御提言ありがとうございます。しっかり、この大事なことは利

活用できるような仕組みづくり、これからも勉強していきたいと思いま

す。ありがとうございます。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  以上をもちまして、一般質問を終わります。 

○先 川 議 長  以上で、新田和明君の質問を終わります。 

 この際、13時15分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ０時１７分 休憩 

午後 １時１５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 12番 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  12番、宍戸邦夫でございます。 

 一般質問の前に、このたびの災害で亡くなられた方の冥福と、それか

ら被災をされました多くの皆さんにお見舞いを申し上げたいと思います。 

 今回は、防災に関することが主な内容として、2項目通告をさせてい

ただいております。 

 まず、自主防災組織について、市長に質問をいたします。 

 近年、全国的にも地震など、豪雨、いろいろな災害が多発、発生して

おります。安芸高田市においても、想定をはるかに超える災害が起きて

います。行政としても、その都度、対応には最大限の努力をしておられ

ますが、広範囲にわたる自然災害時には、その対応には限界があります。

受ける災害を最小限にとどめるために、行政はもちろん、私たち一人一

人が日ごろから防災意識を持つことが大切だと思います。 

 現在、行政主導により、市内各地域に自主防災組織が設立されていま

す。このことについて、5点ほど質問をさせていただきます。 

 まず1点目、市内で組織されている地域数はどのようになっています
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か。また、組織率はどのようになっていますか。お聞きいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「自主防災組織の地域数及び組織率」についての御質問に

お答えいたします。 

 組織数につきましては、9月1日に高宮町で1組織が結成されましたの

で、現在は82組織となりました。町別に見ますと、吉田町が26、八千代

町が5、美土里町が5、高宮町が7、甲田町が29、向原町が10となってお

ります。ただし、組織を構成する範囲が大きいものは、振興会単位、小

さいものは行政区単位で組織をされておりますので、町ごとの組織の数

に違いがあるところであります。 

 組織率につきましては、安芸高田市全体で92.3％であります。町別に

見ますと、吉田町が80.2％、高宮町が97.4％、その他の4町が100％とい

う状況であります。引き続き、組織率100％を目指して、結成の促進を

図っていきたいと思います。 

 御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  この組織につきましては、行政も本当努力をされた成果があらわれて

いるなというふうに思います。ただ、組織率だけで見ますと、それぞれ

の地域ごとに違うわけですが、全体を網羅した組織になってないという

のが、実態があるわけですね。そのことについて、後の質問で行います

が、そういった安芸高田市のまず行政としての努力の成果を私は評価し

たいというふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

 各組織の活動内容など、実態の把握はどのようにされていますか。ま

た、情報伝達や相談窓口など双方の連絡体制はどのようになっています

か。お聞きいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「各組織の実態把握と連絡体制」についての御質問にお答

えいたします。 

 各組織の活動につきましては、自主防災組織補助金の申請や、防災訓

練や講話のための職員派遣依頼などを通じて、随時把握をしておるとこ

ろであります。 

 また、情報伝達や相談窓口などの相互の連絡体制については、毎年6

月に組織の代表者に通知を送付し、代表者や役員の連絡先等を把握する

と同時に、広島県などから情報提供があった場合には、随時各組織へも

情報を共有することとしております。 

 自主防災組織からの相談は、本庁危機管理課を中心に、各支所におい

ても対応をさせていただいております。 



 

64 

 昨年度は、特に自主防災組織や地域振興会の代表者に集まっていただ

き、私のほうから直接、防災に関する心構えなどについて、お伝えをさ

せていただいたほか、避難情報の意味や発令の仕組み、補助金の活用な

どについて、情報共有する自主防災組織連絡会を開催したところであり

ます。 

 今後も、自主防災組織と連携を図りながら、防災・減災に努めてまい

りたいと思いますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  これまでの取り組みとして、行政としても相当の努力をされていると

いうふうに思います。 

 今回のような、自然災害に当たっては、やはり自主防災組織との連携

がなかなか取れない実態があるというふうにも思います。これは、その

当時の災害の状況によっては、やむを得ない状況だというふうに思いま

す。 

 そこで、行政と自主防災組織がより連携をとる必要があるのではない

か。このたびの7月の災害におきましても、私も甲田支所のほうへ行き

ましたけれども、本当職員の皆さん、相当な対応をしておられますし、

また消防団員の方も、相当の努力をして、本当限界状態にあるというふ

うな実態のように見受けられました。これは自然災害であり、やっぱり

人間としては本当無力に近い状況にあるというふうにも思います。 

 そうした中で、各地域の自主防災組織がより情報が伝達できる体制づ

くりというものを今後構築していくことは、私は大事なんではないかと

こういうふうに思います。これは最後の質問のときにいたしますが、そ

ういった実態を市長としてどのように考えておられるか、お聞きいたし

ます。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  自主防災組織の必要については、もっと行政としても市民の方々に啓

発をしていかにゃいけんと思っております。 

 現に、今振興会単位とか、自治会単位で言いますけど、幅の範囲が全

然違うんですよね。吉田町あたりでは、3,000人ぐらい対象の自主防災

組織。あるところに行ったら、30人とかというように、エリアも違うん

で、この辺の整理をするとともに、やっぱりその意義というものを市民

の方々に理解してもらわにゃいけんと。 

 このたびショックに思うたのは、私回りました、地域を。そしたら、

いわゆる避難をしなさいと言うて、歩いてくれた自主防災組織と、全然

連絡がなかったという組織があったので、ええとか悪いとかじゃなしに、

やっぱり意義というものをしっかり伝達してなかったということなんで、

議員御指摘のように、これからちゃんと連携をとりながら、こういうと

きにはこういうんだというシミュレーションを踏まえた体制を取ってい



 

65 

かにゃいけんと、かように思います。ありがとうございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  当然、自主防災組織というのは地域差もありますし、人口問題もある

わけですから、そして組織のといいますか、エリアですね。そういうこ

ともありますから、一概に全体が同じようなということはなかなか短時

間の間では構築は難しいと、こういうふうに思います。これは、これか

ら長い間、時間をかけてでも、行政の一つの責任としてでも、しっかり

組織するとともに、中身を検証もしていく必要があると、こういうふう

に思います。 

 次の質問に移ります。 

 指導体制は、また、指導内容はどのようなものがありますか。先ほど

少し触れられましたが、ここで改めてお聞きいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「指導体制及び指導内容」についての御質問にお答えいた

します。 

 自主防災組織が行う防災訓練や防災研修において、消防署の職員や危

機管理課の職員が指導を行っているところであります。そのほか、広島

県の自主防災アドバイザーの派遣を受けて、指導していただくこともあ

ります。 

 また、指導内容につきましては、防災研修では、避難行動の基礎知識

や気象情報の意味など、防災訓練では、消火訓練やＡＥＤなど救急救護

訓練が多く、自主防災アドバイザーに指導していただいているときには、

図上訓練や防災まち歩きを行ったこともあります。 

 引き続き、補助金を利用してもらいながら、継続的に研修や訓練が実

施されるよう、取り組みを進めてまいりたいと思いますので、御理解を

賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  これまでの指導体制についてお聞きいたしましたが、また指導内容に

ついても、やはり今災害が幅広い各種災害があると。救命の指導体制も

できているというふうに聞きますけれども、いろんな想定外の災害が発

生している中で、やはり自主防災会としても、学ぶと言いますか、訓練

をするにしても、やっぱり偏ってしまっている状況があるわけです。こ

れは、近年の災害を見ても、それは土砂崩れもありますし、河川の氾濫

もありますし、火災も、いろんな災害があるわけですけれども。あらゆ

る想定を、市の災害を想定した、やっぱり取り組みが今後必要になって

くると私は思います。 

 想定外という言葉は通用しないと思いますが、しかしこの自然災害に

ついては想定外ばっかりだと私は思うんですね。ですから、そういうこ
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とを考えたときに、先の先を考える指導体制であり、そして指導内容で

あり、いうものを常に追求していくということが私は今後一番大事なこ

とではないかと、こういうふうに思います。災害が起きてみなきゃわか

らないということもありますが、あらゆる想定をするということも、私

は大事なんではないかと思います。 

 それから、避難訓練等にしても、自主防災会それぞれやっておられま

す。避難訓練をして、例えば大水が出て、河川が氾濫する、災害避難場

所へ逃げる、その避難場所そのものが災害を負うという地域も全国各地

ではありますし、災害の防災訓練をして、津波、このほうは津波はあり

ませんけれども、例えば訓練をして、その高い山へ逃げる、ここまでな

ら大丈夫だろうという想定で避難をしたところが災害を受けるというふ

うな、本当想定外の災害というようなことも起こり得るわけです。 

 大変我々人間の知識、知恵だけじゃ、対応できない部分もあるんです

けれども、しかし行政というものは、あらゆる災害というものを想定を

して、自主防災組織に対する指導体制というものもしっかり確立してい

くことが、これからの災害を最小限に防ぐためには、最大限このことが

大事だと、こういうふうに思うんですね。 

 そういうことを考えて、これからの指導体制をこれまで以上の体制を

どこまで追求できるかということも、検討していただければとこういう

ふうに思います。それと同時に、これは自主防災組織として、やっぱり

自分の身は自分で守るということも大事なことでありますので、そのこ

ともそういった防災意識というものを一人一人が身につける。ただ、高

齢者の方、障害を持っておられる方等もこのことについて、しっかり知

識として持っておられても、自分では対応できないという部分がありま

すので、これは一番身近な人たちがそういう状況を把握しながら、今後

取り組んでいくという、そういう体制というものも、行政と同時に自主

防災組織の体制も、考えていく必要があろうと。こういうふうに思いま

す。 

 次の質問に移ります。 

 組織にされていない地域に対して、市は今後どのようにされようとし

ているか、お考えをお聞きいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「未結成地域の組織化、組織されていないところの組織

化」についての御質問にお答えいたします。 

 現在のところ、吉田町、高宮町のそれぞれ一部でありますが、組織化

されてない地域がございます。これまでも地域の代表者等に対し、設立

に向けて協議等を重ねてきたところでございます。 

 昨年度は吉田町で1組織、今年度では高宮町で1組織が結成されました

ので、引き続き、未結成の地域へ出向き、自主防災組織の必要性などを

説明していき、結成の促進を図り、組織率100％を目指して取り組んで
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まいりたいと思いますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  行政としては100％を目指すというのは当然だろうと思うんですけれ

ども、やっぱり組織化が難しいところがあると。今安芸高田市において

は、地域振興会を中心に、組織しているというのが、多いと思うんです

ね。地域振興会へ加入していない地域もあるんですね。そういう人たち

の対応というのを地元では、ちょっと困っておられるということもある

んですけれども、やっぱりそこらは地元は地元としての地域を守る、ま

たは人命を守るというふうなことから、あえて声かけはしているんです

けど、なかなか対応が難しいというところもあるようです。 

 このたび、全国的に災害が起きている、特に身近な広島県でも災害が

起きているという状況の中で、やっぱりこういうときを機会に、やっぱ

り市民にもう一回新たな啓発をしながら、組織率の向上と合わせて、自

主防災の組織の充実、それから市民の皆さん一人一人の防災意識を高め

るというのが今一番大事なときかなと、こういうふうに思うんです。 

 災害も起きてみないと、なかなか身にしみないということもあるんで

すけれども、こういった人ごとのような感じで受けている人も多いと思

うので、そういうところをこの機会にしっかり取り組みをしていただけ

ればと思います。 

 確かに、市の職員さんも、この災害対応に追われていますので、大変

忙しい時期ではありますが、しかし市民の人命という財産を守るために

は、やっぱりそういった行政としての責任を果たしていくと同時に、市

民も積極的にこのことについて認識を新たにして、生活をしていくとい

うことがこの機会に大事だろうと、こういうふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

 自主防災組織の充実と指導体制強化に向け、どのように市長はお考え

かお伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「自主防災組織の充実と指導体制強化」についての御質問

にお答えいたします。 

 自主防災組織の充実につきましては、これまで各組織の活動実績や、

今年度、県において実施をされます実態調査の結果も踏まえながら、活

動が停滞している組織に対して、活性化を図っていきたいと思います。 

 訓練の形にとらわれず、地域の行事の一部に訓練内容を取り入れて実

施されるなどの工夫を検討してもらうよう働きかけを行いたいと思いま

す。 

 また、指導体制の強化につきましては、自主防災組織から職員派遣依

頼に引き続き対応していくとともに、県の自主防災アドバイザーの派遣

対象となる組織には、県と連携を図り、事業を取り入れていきたいと思
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います。 

 今年度も自主防災組織連絡会を開催するなど、組織が活動していく上

で、参考となる情報を提供する場を設けるほか、先進的な活動をされて

いる組織を紹介し、参考にしていただくなどの取り組みを進めてまいり

たいと思います。 

 御理解を賜りますようお願いをいたしたいと思います。 

 いずれにいたしましても、行政の責務は果たしますけれども、市民も

この自主防災の必要性をしっかりと感じてもらうことが、この事業の成

功につながると、かように思ってます。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  行政としては、安全で安心して暮らせるまちづくりを進めるっていう

のが、最大の課題でもあり、目標でもあると思うんです。いろいろ事業

を展開しておりますけれども、このことが一番、命を守るということが

一番大事な基本になるということだろうと思います。そのためには、や

っぱり行政としての責任は当然あるんですけれども、行政がこういうこ

とを自主防災組織に対して、ああしてくれ、こうしてくれって言います

と、やっぱり行政の責任転嫁のような物事の捉まえ方をされる部分もあ

るだろうと思うんですね。 

 しかし、それはそれとして、やっぱりそういうことを恐れずに、やっ

ぱり行政としたら、市民の皆さんの生命、財産を守るという観点から、

言いにくいことであっても、やっぱりある程度、強く要請をしていくと

いうのも、私はこれが行政指導の本当のあり方だろうと思うんですね。 

 ですから、そのことを時間をかけてでも、自主防災組織としても、こ

れは行政の責任転嫁だということじゃなくて、自分たちが自分たちの地

域をどのように守っていくかという自主防災組織をしっかり充実、強化

していくという、こういう考えをしっかりＰＲしていく必要があるだろ

うと思うんですね。必ず行政が責任転嫁しているっていうふうに捉まえ

られるんですけど、私はそうではないというふうに思います。そういう

ことを強く私は要望しておきたいと。そのことは自分自身の生命、財産

を守るということにつながるということですから、これが行政指導だろ

うと私は思っています。 

 そのために、避難勧告、避難指示、避難命令というのがあります。避

難命令といったら、絶対法律的な効力を持ちますので、そういうことか

ら考えて、この命を守る政策というのは、そういったある程度強制的な

指導体制というのも私は必要ではないかと、こういうふうに考えており

ますので、ぜひこの災害、本当に大変な災害を広島県内でも受けた状況

の中にあって、そういうことをやっぱり市民も考えていく努力をしてい

ただきたいと思いますし、行政もそのことを積極的に指導体制の強化を

していただきたいと、こういうふうに思います。 

 その点について、再度市長のお考えをお伺いいたします。 
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○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  さっき議員御指摘のように、決して責任逃れで言っとるわけじゃない

んで、御理解を賜りたいと思います。行政としてやるべきことは、しな

ければいけない。だけど、例えば行政に頼って命を落としちゃ困るんで、

いわゆる神戸震災とか見ていると、行政が手の届かん場合があるんです。

物理的に。例えば、神戸震災なんかやったら、消防車も行けんようにな

ったとか、橋がなくなって行けんようになったとか、こういうことがあ

るんで、防災の基本は、まずは自分ですよということを、やっぱり知っ

とってもらいたいということです。決して手を抜くというんじゃなしに。

そのことは、やっぱり安全につながるんだということでございます。 

 そうかといっても、我々行政としても適当に情報を与えながらやって

いかなければいけないということなんで、理解をしてもらいたいと思い

ます。我々も自主防災につきましては、このことがやっぱりしっかりと

やっていくことが、防災力を高めて安心安全につながるんだということ

でございます。 

 おんぶにだっこで行政がせんかったけえ、だめよだめよというんじゃ

なしに、行政もやることはやるし、市民の方々もやることはやってもら

いたいということです。特に、防災意識は自分の地域は自分が一番よく

知ってるわけですから、把握しとってもらいたいと思うことです。こう

いうような観点で、協力を得ていかにゃいかんと思います。 

 手応えを感じたのは、このたびの避難指示をやると広島市よりか、う

ちのほうが従ってくれちゃったです。これ前よりか大分進化です。ただ、

空振りしたんですけど、このことを恐れよったらあれもできんのんだけ

ど、このことで避難についてはかなり対応してくれると。自主避難につ

きましても、うちはよそに先駆けて前の日から気象情報がなくても、明

るいうちからということで、各支所を開放いたしました。これはよかっ

たと思います。 

 自分らも、自分も宅地買うたんじゃけど、ちょっと防災機能が乏しい

のうと思うたら、自分が自主的に避難をされてますんで、こういう意識

の向上が見られてますんで、これをさらに向上させるようにしていきた

いと。我々も手を抜かんように、しっかり頑張っていきたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  自主防災組織も温度差があるというのは当然あるわけです。行政もし

っかり指導体制もしながらやっている。ただ、行政の対応も限界がある

と、最初に申し上げましたが、そういうことから考えて、やっぱり我々

市民一人一人が防災意識をしっかり高めるということを、行政として訴

えていくという姿勢をしっかりとっていただければと、このように思い

ます。 

 次の質問に入ります。 
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 ため池の安全点検と、適正管理につきましてお伺いいたします。 

 ため池の管理は、原則地元受益者で行われていますが、水田の管理委

託、管理者の高齢化などにより、平素の管理がこれまで通り行われてい

ないものがあるようです。行政として、防災の点から、ため池の安全点

検と必要に応じて管理者への適正管理要請が必要ではないか。また改修

等必要な場合、助成制度の拡充を検討すべきではないかと思いますが、

お考えをお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「本市における、ため池管理の現況と、ため池点検・管理

の取り組み」についての御質問にお答えいたします。 

 ため池の受益者は、ため池管理者として、適切な点検・管理を行う責

務があります。しかし、本市においても、農家の高齢化、農家戸数の減

少により点検・管理体制の弱体化という課題がございます。 

 7月から8月下旬にかけて、7月豪雨災害を受け、農林水産省ため池対

策検討チームが、本市を含め広島県内全てのため池の現地調査を実施さ

れました。今後、現地調査の結果の取りまとめと、分析データが提供さ

れると思います。 

 これらの調査結果に基づき、大きな変状が確認された、ため池につい

ては、管理者に適正な管理を要請することを検討していきたいと思って

おります。 

 また、改修や廃棄に必要な助成制度の拡充につきましては、国・県の

動向を踏まえながら、今後の課題として検討していきたいと思いますの

で、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  このため池の質問については、本当は10年前に質問させていただきま

して、行政としての点検をしていただいたというふうに思います。 

 それから10年たっておりますが、その間、高齢化も進んで、地元の人

たちも管理ができないと。それから、法人化がされている中で、それぞ

れの個人個人の農業の水田管理の意識が薄くなっているか、なくなって

いるというか。そういうことから考えて、このため池の管理もおろそか

になっていると言ったら失礼かもしれませんが、なっている現状にある

というふうに聞くわけですね。そのため池から流れている農業用水路の

管理も、なかなかできてなくて、そこへ倒木、落ち葉、そういうのがあ

ふれて、下流にどっと流れてくるというふうな状況もあると聞いており

ます。 

 それから、ため池について、これをテレビでもやってますし、新聞で

も載っておりましたかね。大正から明治にかけてつくったため池が、そ

ういう時期なので、安全面からしても、また葉も古くなっておりますの

で、そのためには木の根とかいろんなものの状況があるわけで、崩壊し
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やすいという状況にあるというふうに聞いております。 

 ため池の管理者の責任と言いながら、最終的に、被害を受ける方は、

今新たな住宅団地ができたり、その農家以外、そのため池の管理責任者

でない人たちが、下流に住んでおられる状況が今安芸高田市でもありま

す。そういう人からも相談を受けたんです。ちょっと心配でいけんと。

私は管理の権限がないので、なかなか言いにくいと。あんたが後から住

んだんじゃないかと、こう言われると、いうふうなこともあって、なか

なか私たちが言いにくいということもあるんです。 

 ですが、しかし、最終的には管理責任が問われるわけですから、その

ことについても、適正に管理していただくという要請を検討するとおっ

しゃいましたが、早目にしていく必要があるんではないかと思うんです

ね。ですから、この一般質問をさせていただいたんですけれども、その

ために、安全基準というのはいろいろあるんでしょう。そのため池いう

のはですね。場合によっては、本当危ないため池もありますし、長年、

もてているから大丈夫というのもありますし。それから、そういうため

池の改修をして、相当の金をかけて改修したという地域もあります。 

 まちまちなんですけれども、私は今の混住地域とか、いろいろある中

で、やっぱり行政としての安全管理に対する責任というのはどうかわか

りませんが、やっぱり市民の安全、安心なまちづくりをするためには、

そういう指導体制も私は要るのかなと思うんですね。そのためには、や

っぱり管理者が少なくなっている状況の中にあっては、やっぱりその補

助体制といいますかね。国と県も挙げて、やっぱり行政がある程度主体

的な取り組みをする時期にあるんではないかと。これは当然管理者の責

任よと言っただけじゃ、済まないような実態が今新聞でもいろいろ掲載

されています。そういうところの、この安芸高田市で住みやすいまちづ

くりをするためにも、このため池の安全点検、そして管理者への要請、

そして助成制度の拡充というところをもう一回改めて市長のお考えをお

伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私もため池について同感でございまして、基本的に言うたら、これ受

益者負担だから、受益者がちゃんと管理しなさいと。事故が起こったら

あなたの責任ですよと、言やあええんじゃろうけど、そうは言えんとこ

もあるよね。行政とすれば。やっぱりそこらの安全点検いうのは、行政

の責務だと思います。 

 今幹部ともやっているのは、災害が終わったらすぐ点検を行いたいと

思ってます。ただ、点検を行うと言っても、非常に用水路だけがつまっ

たりなんかすることもあるんよね。今度は。つまったら今度は水位が上

がって、これ古いタイプですから、土ですから。越流したらダム壊れち

ゃうんですよ。この、タイプ違うんですよ。非常に危ない状況ですね。

下のほうに住んどる方が、危ないものが山の上にあるって知らん人がい
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っぱいおってんですよ。あんたの知らん間に上へ2,000トンの水がたま

っとるよというところがいっぱいあるんですよ。 

 こんなことになってるんで、我々は責任をもって再点検していかない

といけんと思います。それによって、やっぱり破棄するダム、使われて

ない。このたびの向原については、皆さんが理解されてから、もう壊し

てくれということで壊しましたけど、そういうこともやっていかないと

いけない。要るんだったら、またつくっていかないといけない。我々が

農業だけじゃなしに、多目的にためていると、自然環境守るために要る

かもわからん。防災機能保つために要るかもわからん。あのため池があ

るために流量が一遍に出んこうに、調整機能を持ったといえば、やって

みると。そういう機能を持てば、我々も協力をできることになるわけで

すね。今度治水面から。そういう多角的に考えながら、今の防災、ため

池がどうあるべきかというのを地権者、有権者を踏まえてこれから検討

していかないといけない。要らんもんならこうだと、要るものは利用し

ていく。どこも要らんのだったら、もう破棄していくと。いうようなこ

とに考えていかないといけないと思います。 

 これは、知事さんも同感でございまして、大きいため池は県がすると

言ってまして、あるいは補助対象についても、国のほうへ要望していく

と。いわゆる壊すお金が要りますでしょ。そういうこともしていくんだ

と言ってましたけど。知事とか県がどう言おうと、うちの安全はうちが

守らにゃいけんので、うちはそういう観点からやっぱり皆さんを説得し

ていきたいと思います。 

 まずは点検。ほいで、要るものは要ると。これため池だけじゃないん

ですよね。砂防ダムとか、治山ダムとかね、そういう機能のものがいっ

ぱいあるんですよ。これもしっかり点検しながら、安全確認していかな

いと次の洪水が来たときに、非常に危険になると思います。このたびの

このことについては、向原の戸島でいい経験をさせてもらいましたんで、

これを教訓にしっかりと対策をとっていきたいと。 

 うちの消防署が、水路が壊れて越流するんで、昼夜で水かえをしよっ

たんですよ。こんなことも行政せんにゃいけんようになってくるわけで

すよ。下に団地がございますからね。こういうような安全確認をしてい

かないといけない。地権者が何人になろうと、話し合いをしっかり持っ

て、要るものは要る、要らんものは要らんと。要らないなら破棄してい

くという対策も必要と思ってます。これ非常に見えん位置なんで、知ら

んかったとこに水がたまっとったということも起こり得るんで、しっか

りと対策を講じてまいりたいと思います。 

 ありがとうございます。全く同じことを思ってますんで、期待をして

もらいたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  ため池は個人責任と、管理は自己責任というところから、ちょっと一
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歩強制的に踏み込む必要があるときだろうと私は思っているんです。新

聞でもそういうふうにいろいろ書いてありますが、そういうことをやっ

ぱり安芸高田市も最先端をきるぐらいで、その取り組みをしていくとい

う。 

 それで、先ほど市長さんもおっしゃいましたが、ため池があること自

体、わからないという人がたくさんおられます。若い人が住んでおられ

ると全くわかりません。ハザードマップを市が出しておりますが、その

ため池は、絵はかいてあるんですね。ですが、そのため池がもうちょっ

と危険かどうかいうふうな表示か何かをする仕組みもできんだろうかと。

こういうふうに思うんです。 

 私は、やっぱり自分が住んでるところの安全を確保するためには、住

んでいる地域はどうなってるか、本当にここは大丈夫なのかということ

を、これは河川の付近の人たちもそうなんですけれども、そういったこ

とをやっぱり自主防災組織と先ほど質問しましたが、自主防災組織の中

でもしっかり取り入れてやってる地域があるんですね。そういうことを

考えながら、ハザードマップもつくりかえるぐらいの取り組みがあって

もいいと、私は思いますが、市長どうお考えですか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  先ほどため池の徹底調査すると言ったんですけれども、その成果につ

いては住民に十分情報提供していくと同時に、将来の方向についても、

しっかりと把握していきたいと。危険性については、ハザードマップ等

には周知しながら、やっぱりそれを踏まえた上の防災対策をやっていく

ことが大事だと思いますので、早いうちにそういう周知をしていきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。まずは、実態がどうなっ

とるかということを調べるのに、また時間かかるとは思いますけど、こ

っから始めたいと思ってます。 

 受益者じゃ言うても、わしらできやせんと、人数が少なくなっている

と多分そういう答えじゃろうから、理屈のつくものについては、先ほど

申し上げたように要るんか要らんのか、全く要らんのか、ということは

しっかり判断しながら、していきたいと。ため池というのも立派な安芸

高田市の財産ですから、これを生かした農業とかあるわけですから。こ

れも生かしながら考えていきたいと思います。貴重な御提言ありがとう

ございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  このことについても、行政として言いにくい部分もあると思います。

逆に、わしらの管理しよるんじゃけえ、行政関係ないよという人がおる

かもわかりませんよ。しかし、安全ということから考えて、防災という

観点から考えて、積極的指導も強制的な部分も多少あるかもわからない

と。そういうことも知って、市民の方にも知っていただくということも
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大事だろうと思います。 

 自分たちの町を安全で安心して住み続けられるまちづくりをするため

には、市長いつもおっしゃっておりますが、市民総ヘルパー構想とか、

いろんなことがあります。そのことをやっぱり市民一人一人が再認識し

ていくいい時期だと私は思っております。これからの市長の対応を期待

して、質問を終わります。ありがとうございました。 

○先 川 議 長  以上で宍戸邦夫君の質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 16番 青原敏治君。 

○青 原 議 員  16番、青原敏治でございます。 

 まず最初に、今回の西日本豪雨災害、あるいは北海道地震の災害に亡

くなられた皆さん方に心からお悔やみを申し上げるものでございます。

また、被災された皆様にもお見舞いを申し上げ、一日も早い復興を願う

ものでございます。 

 今回も大枠2点、質問をさせていただきます。 

 まず最初に、児童公園・農村公園についてお願いをいたします。 

 前回、農村公園について質問をしましたが、今回児童公園も合わせて

質問をさせていただきたいというふうに思います。 

 先般、議会のほうで地域懇談会をやった中で、市民の方から公園がな

い、子供たちが安心して遊べるところがないということを御意見をいた

だきました。そこで、今ある公園の整備・環境を整えてもらいたいとい

うことです。今回の整備方針について、今後の整備方針について、お伺

いをいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「児童公園・農村公園」についての御質問にお答えをいた

します。 

 安芸高田市には幾つかの公園がございます。土師ダムにあるのどごえ

公園や、農村公園、吉田運動公園やサッカー公園、児童公園などであり

ます。 

 これらは、さまざまな目的により設置をされたものでございますが、

いずれの遊具等も経年劣化が著しく、安全管理には多額の費用もかかり、

苦慮しているところではございます。それらを全て十分に整備し、環境

を整えていくことは、非常に困難であります。 

 本市の重点施策である、子育て支援、若者定住の観点から言えば、子

供たちが安全・安心に遊べる整備された公園は必要であると考えておる

ところであります。 

 そのため、公園の整備につきましては、選択と集中などの合理化を含

め、地域資源を活用する仕組みを検討してまいりたいと思いますので、

御理解を賜りますようお願いをいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 
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 青原敏治君。 

○青 原 議 員  今まさに市長さんが言われた通りだろうというふうに私も思います。

ただですね、遊具とかいろんな設備、いろんなことがあると思うんです

が、それについては今ある物は、ええぐあいにやってもらいたい。きれ

いにしてもらいたいというのはあるんですが、遊具がなくても、ただ広

場だけでもええと。安全に遊べるところが欲しいということなんですよ。

そのことによって、やっぱり地域の子供がそこに行って、一緒に遊んど

ると。ちょっとこれはマンネリ化したよの、ということになれば、土師

ダム行きゃええんです。サッカー公園行きゃええんですよ。 

 そういうふうな形で、近所でちょっとした広場があればそこを危なく

ないような手入れをちょっとして、そこで遊んでもらうとか、それは十

分なわけにはいかんかもわかりませんけれども、やっぱり十分にすれば

するほど、それは皆さん喜んでもらえるんだろう思うんですが、ある程

度はこれならこけてもすりむくくらいよねとか、いうんであれば、私は

ええと思うんです。その程度の公園を市内各所へつくってほしいという

思いがしております。 

 そういうことで、今の遊具があるのは土師ダムにあるんじゃけえ、そ

こへ行きゃええということを思うんですが、ただ行くのにも、この前高

校生との意見交換会の中でも出たんですが、交通手段がない、言うてん

ですよね。そういうところもね、整備をしていただければ、行かれるん

じゃないかなというふうに思うんですよね。だから、拠点になる公園は、

土師ダムだけでもええと思うんですよ。ただ、そこに行くアクセスをき

ちっとしてもらいたい。それと、今の近所でちょっとした広場があれば、

そういうのを整備をしてもらいたいという思いで、今回の質問をさせて

いただいております。 

 今の八千代の日南公園を今回は災害で進入路のところが土砂崩れにな

ったと、あれもすぐに直してもらえるというふうに聞いておりますけれ

ども、そこらあたりでも、遊具を撤去してもいいんですよ。トイレは無

くてもええんですよ。きちっとしたものを誰が行って遊んでもけがをせ

んような形をとっていただきたい。 

 私が前回質問した後、地域の人のところへ行って話を聞いたんですが、

あれは子供らはようけようけ使いよるよと。いうことを聞いとるんです

よ。どういう報告をしちゃったんかなという思いはせんでもないんです

が、そういう実態もあるということは、承知していただきたいというふ

うに思いますが、再度、そこら辺について、市長さんのお考えをお聞か

せ願いたい。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  児童公園につきましては、安芸高田市全般にわたって、全然足らんこ

とも聞いていますし、子育てのためには、なくてはならない、と思って

おります。サッカー公園や、運動公園に行けといっても、大きな公園で
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ございまして、通常遊べる公園がないということは事実でございますの

で、今後とも空き地を利用した運動公園をつくっていきたいと思ってい

ます。 

 吉田町で言えば、住宅の跡地をちゃんと使って新町のところへ今つく

ってますけれども、そういう形、そこは遊具はないですけれども、市民

の方々が安心してやれることは、これからも心がけていきたいと思って

おります。 

 市民が使ってくれれば、優先的にやるんですけれども、なかなか使わ

ん公園まで、あるけえやれというんじゃなしに、やっぱり利用性、利便

性も考えた上で精一杯していきたいと思います。これ少子化のためにも

やっていかにゃいけんと。 

 ただ、交通の便をちょっと言われると、今田舎じゃ無理なんですね、

これ絶対に。バスを通して乗ってくれりゃいいんだけど、その赤字は市

が補填しろということになると、1,000万、2,000万の金が要るわけです

から、それはちょっと無理にしても、自分たちで連れて行くよとか、お

太助ワゴンを使うとか、こういう工夫をしながら、こういうことに努め

てもらいたいと。議員御指摘のように、こういう整備は必要なんで、こ

れからも全市的に目を向けて、できるところは整備していきたいと、か

ように思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 青原敏治君。 

○青 原 議 員  まあこれからどんどん整備をしていくということで、お伺いをしまし

た。 

 今、ああは言うても、インターネット、あるいはＳＮＳや、ブログと

か、いろんなんで若い人がどんどんどんどん使いよってですね。そうい

う情報はもう各所に流れるわけですよ。あっこへ公園ができたよ。あっ

こへ遊ぶところができたよとかいうようなんが、ネットで広がっていく

ような時代ですので、そういうところも含めて、そうすると先ほども市

長も言われたように、若者定住、いうようなところにつながっていくん

じゃないかなというふうな思いがしておりますので、ひとつよろしくお

願いをいたします。 

 次の質問に入ります。 

 防災について。今回7月初めの豪雨災害を教訓として、再度防災につ

いて見直しが必要と考えます。毎回質問をしていますが、屋外スピーカ

ー等も再度検討をされてはと思います。国の補助金制度など調査され、

安価にできる補助金があるかもわからないと思いますが、市長さんの見

解をお伺いをいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「7月豪雨災害を受けて、屋外スピーカーの設置を検討し

てはどうか」との提案でございます。 
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 このたびの豪雨災害における情報伝達、とりわけ避難勧告及び避難指

示につきましては、従来から申し上げている方法により情報発信をさせ

ていただきました。基本的にはお太助フォンを中心に、その他緊急エリ

アメール、消防団員と車両による広報で対応させていただいたところで

あります。 

 議員御指摘の屋外スピーカーにつきましては、利点もあると思われま

すが、特に今回のようなケースでは、夜間における情報発信であったこ

と、また雨が降り続く中での発信であったことを考慮すると、効果につ

いては厳しいものがあったものと考えております。 

 いずれにいたしましても、議員御指摘のとおり、有利な補助や起債な

どの情報は、常に注視していくことといたしますが、現時点では具体的

な整備については検討しておりません。今後の課題として受けとめさせ

ていただきます。 

 御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 青原敏治君。 

○青 原 議 員  まあまだ検討をしてないということなんですがね。やっぱり私が思う

のは、安心安全というまちづくりをしなければいけないということは、

もう皆さん同じ考えだろうというふうに思うんですよ。この前の新聞に

も載っとったように、やっぱり防災というのは議員、あるいは市長さん、

政治家にとってね、これは永遠の課題だろうというふうに私は思うんで

す。それはもう僕はずっと言い続けていきたいというふうに思います。 

 やっぱり国の補助金にしても、有利な補助金があると私は聞いており

ます。私も実際に、それを見ておりますけれども、やっぱりそこらあた

りを再度検討されて、安価で、市の一般財源の持ち出しがわずかでも少

なくなれば、私は容易にできるんじゃないかなというふうに思いますよ。

そういうところを再度よく検討されて、調べられて、こういうのがある

んじゃないかというのがあれば、探していただいて、やってもらいたい

と私は思うんです。 

 まあ、なかなかそこらを調べてんないということになると、従来どお

りの通信方法で広報でやられるんですが、お太助フォンにしたけえいう

ても、100％の加入じゃないですからね。それなら加入しとらん人はど

うなってもええんかとかいうような状況になるわけですよ。そうじゃな

しに、やっぱり皆さんへ行き渡るというのは、大事なことだろうという

ふうに私は思う。そうすると全部全部やろう思うたら、それこそ莫大な

費用が要るかもわかりませんけど、そこはまあ補助金等々をいろいろ駆

使されてやっていただければ、私はかなうんじゃないかなと思いますよ。

そうすれば、今回の台風20号ですか、早期に避難勧告とか、避難指示と

か出していただいた。これは大変結構なことだろうと思う。昼間にどん

どんどんどんやって、予防していくというのは、大変いいんじゃないか

なというふうに思うんです。ただ、それを聞き逃した人もおられるわけ
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ですよ。 

 夜ならさっき市長が言われたように、お太助フォンで見りゃわかる。

今回の北海道の地震のように停電になったらどうするんかということな

んですよ。295万戸の北海道ほぼ全体を覆うような停電になる、ああい

うことがなきにしもあらず。安芸高田市が全部停電になったらどうする

んかというような状況。それは無線が使えるか使えんかいうのは、私も

ようわかりませんけれども、そういうところも考えていけば、やっぱり

屋外スピーカー等は、私は絶対必要じゃろうというふうに思っておりま

す。 

 そこら辺を、今の質問に対しての答弁があれば、再度お願いをいたし

たいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 ないですか。 

 青原敏治君。 

○青 原 議 員  ないということなんですが、やっぱりですね、私はトップとして、あ

れだけ東京のほうに行かれるんですよ。出張されるんですよ。ちょっと

どっか寄って、総務省寄ってから話聞きゃええじゃないですか。誰のた

めに行きよるかということを出張されとるいうのは、市民のために行っ

とられるんですよ。市長は。そうじゃないですか。市長は市民のために

東京にも行き、どっかいろんなところに行かれるんですよ。だったら、

国会議員の先生もおられる。役員さんもようけようけおられるんですよ。

各省回ってから、いろんな補助がありゃせんかいうて探しゃええじゃな

いですか。私はそれが市長さんの仕事だろうというふうに思いますよ。 

 そういうのをやっぱり積極的にやってもらって、市民の安心安全を守

っていただきたい。私はそう思いますよ。それについて一言。 

○先 川 議 長  市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  このことについては、私は市民の総意じゃないと思ってるんですよ。

絶対。私のところに入ってくるのは。ない人はいっぱいおってです。だ

から、青原さん個人の意見で、議会全体の意見でもないと思います、こ

れは。きょう答弁してください。だから、市民のことを思うから、市民

の金使うてやるから、費用対効果を考えてやらにゃいけんって言ってる

わけです。これは。お金はかかります。今補助制度を調べてもお金かか

りますよ。だから、こういうことは今お太助フォンで、今のことについ

てはちゃんとこのたびでも対応してきたわけですから、これで、いかせ

てもらいますと。執行部言っとるわけですから。もう3回ぐらいここで

言ってますよ。それでわからんかったら、もうしょうがないじゃないで

すか。もう何回言ってもそういう答えですから。これは承知してもらい

たいと。 

 一議員さんがおっしゃっても、そういう一人の地域の意見だけじゃな

しに、市全体の意見ならもっと謙虚に受けとめますけどね。私はそう思

ってないです。だから、このことは市全体を考えた場合は、今やるべき
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ではないと、一応判断をしているわけですから、御理解をしてもらいた

いと思います。すいません、答えにならんで。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 青原敏治君。 

○青 原 議 員  私個人の考えでこういうのを発言しとるというふうにとられたら、私

も心外なんですが。今回の地域懇談会に出ても、各支所でどうなっとる

んやと。スピーカーが欲しいよのということを聞いとりますよ。私だけ

じゃないですよ。議員の皆さんも聞いとってですよ。それは、議会全体

の総意かどうかいうのは、定かじゃないですけれども。私は、私個人的

な考えで言いよるんじゃないですよ。市民の方から言われるから言いよ

るんだと。私はそういうふうに思いますよ。そういうふうにとられたら、

私は心外ですよ。 

 一般質問いうのは、そうじゃないんですか。市民の要望を我々が代弁

しよるんじゃないんですか。個人的なことは言やあせんですよ、私は。

一つも。私はそういうふうに認識しとりますよ。それを今のように、あ

んた個人の言い方じゃいうて言われたら、困りますよ、私も。撤回して

くださいや。 

○先 川 議 長  市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  個人的ないうことで撤回されても結構ですけど、そういう人に言って

市長室来てもろうたら、説明しますから、来てもらってください。私も

市民の意見聞きたいですから。ちゃんとやります。これを本当にとって、

市民にとって大事な意見だったら、私は謝って皆さん方に了解求めます。

そういうことです。 

 ただ、市政懇談会やって、一部のぽっぽぽっぽ言うたけえ言うても、

そのとおりにはならんと。いろんな事情もあるということは御理解して

ください。議員さんが言うたけえ100％できるわけじゃございません。

絶対に。そりゃ私は私として、私も市民から選ばれた人間でございます

ので、市民の意見を聞きながら答弁をしとるつもりですから。決して個

人的な意見を言っとるわけじゃない。 

 今大勢の意見が私に聞こえてくるときには、そういう意見は余り聞こ

えてこないですよと。今のでなけにゃ、防災ができんとかいうことはな

いですよ、全然。3年間1回もないです。こういうこと。 

 だから、教えてください。その言っておられる方を。ちゃんと私も話

してから、納得できれば次の展開に行きたいと思います。 

 御理解賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 青原敏治君。 

○青 原 議 員  今はね、やっぱりあなたの意見とかどうこういうのは関係ないいうよ

うなこと言われたんですけど、先ほどの答弁ははっきり言われとるんで

すよ。青原さん個人の考えだろうと。それはどういうことになるんです

か。私はこらえられん。訂正してもらわんと。そこだけは。 
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 私は市民の代表として、代弁者として言いよるだけであって。それを

今のようにね、あなた一人の考え方じゃいうようなことを言われたんじ

ゃ、私もやれんですよ。議長どう思われますか。 

○先 川 議 長  暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時１６分 休憩 

午後 ２時１７分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  再開いたします。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  先ほどの答えが不本意であれば、取り消しをしたいと思います。 

 これからもちゃんと市民の方々の意見を聞くようにしますんで。どう

かよろしく協力してください。それによっては、また施策の展開も考え

ていきたいと思いますので、どうか御理解を賜りたいと思います。 

 表現の仕方が悪いと言われれば、訂正をいたします。 

○先 川 議 長  ただいま市長から発言の取り消しがありました。 

 青原敏治君。 

○青 原 議 員  いずれにしても、やはり行き着くところは一緒なんですよ。市民の安

心・安全、これが第一なんですよ。そのために我々も努力しよるわけで

す。執行部の方も、市長さんも努力されとる。ようわかる。 

 これをやっぱりまたしっかり皆さんと協議しながら、考えていきたい

というふうに思います。どうかよろしくお願いします。ありがとうござ

いました。 

○先 川 議 長  以上で青原敏治君の質問を終わります。 

 この際、14時35分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時１８分 休憩 

午後 ２時３５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 4番 玉井直子さん。 

○玉 井 議 員  4番、玉井直子でございます。 

 通告に基づきまして、大枠2点質問をさせていただきます。 

 全国で226人の犠牲者が出た西日本豪雨の被災から6日で2カ月がたち

ました。あっという間の2カ月でした。私たちの地域は、何事も起こら

ない、地形的にも恵まれたよい地域であると信じていた方も多いと思い

ます。 

 今回の豪雨では、特に向原、そして甲田の河川での災害は、本当に考

えられないことになってしまいました。西日本豪雨は、人的被害、そし

て住家被害など甚大な被害をもたらせました。 
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 そして、河川、道路、上下水道や農業施設、農作物などに多大な被害

を生じさせております。 

 現在の本市の状況をお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「7月豪雨災害の現在の状況」についての御質問にお答え

をいたします。 

 現在、先の災害に対しましては、復旧対策本部を設置いたし、復旧、

復興に向けて、全庁を挙げて取り組んでいるところであります。 

 大型土のうなどによる応急復旧は、一通り完了し、二次災害を防ぐ、

あるいは軽減するための応急処置は施しております。現在は、本復旧に

向けて、現地の調査測量や設計などを行っており、災害査定を受けるた

めの準備を進めているところでありますので、御理解を賜りますようお

願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 玉井直子さん。 

○玉 井 議 員  私の住んでいる地域も被災いたしました。いろんな場面で、迅速な市

の対応には本当に感謝しております。土のうを積んでいただいたり、2

次災害を防ぐために、川のしゅんせつ、そして土砂の撤去など、早急に

行っていただいております。本当に素早い行動で、本当に感謝しており

ます。 

 災害ごみ置き場も近くにつくっていただき、市民の方が、被災された

方々が、夏の暑い中の片づけが随分早くできたと喜んでおられました。 

 これは、本当に起きてみないとわからないことだったんだと思ってお

ります。なので、行政の対応には、本当に感謝しております。 

 （2）の被災地域、そして被災者に今の状況、そして今後の計画など

を説明される予定があるかをお伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「被災地域等への復旧計画の説明」についての質問にお答

えいたします。 

 さきの議会全員協議会いにおいて、お示しをさせていただきましたよ

うに、広く、かつ、多くの皆様方にお伝えしたい一般的な事項につきま

しては、広報や回覧、お太助フォンなどにより、啓発をさせていただく

こととし、大事なことは被災された方に対し、対象となる対応を御理解

いただくことが必要でありますので、支所を含め、復旧対策本部全体で

情報を共有しながら、きめ細かな対応に配慮していきたいと考えており

ます。 

 このことにつきましては、発災直後から個別に対応させていただいて

いる事案も多くございますので、引き続きそうした対応に努めてまいり

たいと思います。 
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 とりわけ、農地、農業用施設災害復旧事業などにおきましては、地元

負担や個人負担を伴うものがほとんどでございますので、事前に十分に

御理解をいただきながら、事業の実施に向けて取り組んでまいりたいと

思います。 

 御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 玉井直子さん。 

○玉 井 議 員  被災された方々は市の対応には本当感謝されていますが、これからど

うなるかということが不安なわけなんですね。それで、はっきりとこの

場所はこういうふうになりますっていうことが決まっているわけではな

いと思いますので、それを聞きたいわけではなくて、そこに至るまでの

今の状況、そして今後こういうふうに進んでいくというような進捗状況

を聞きたいんだと思うので、今2カ月たったわけなので、今ここで今の

状況、これから先どういうふうになっていくかという、先ほど市長が言

われましたように、言える範囲のところを市民のほうに話していただけ

ればありがたいと思っております。 

 私たちも聞かれてわかることは、答えさせていただいておりますし、

支所のほうとか本所のほうに各課に行かせていただいて、聞かさせては

いただいておりますが、被災された皆様は、直接そういうことを聞きた

いというふうに言われていますので、そういう場所をそういう機会をつ

くってほしいというふうに要望がございます。 

 もう一度市長にお伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  被災された方は、ごもっともなことだと思います。 

 基本は、原形復旧というのが災害でございますんで、元あったように

してあげましょうというのが方向でございます。そのためには、ちゃん

と調査をして、その予算の査定を受けなければいけません。これは、査

定言うても、国会のあれを受けるんじゃなしに、現地を見てからの予算

査定でございますので、その査定を受ける準備をしているということ。

金が決まったら、すぐ現地を決めてやるということですね。 

 だから、現在あるものはそのまま補修しようというのが基本的な考え

です。我々はこの際だから悪い河川を直そうとか、こういうことを欲張

りを言ってるわけですけどね、この分は手間もかかるんだけれども、な

かなかこれを検討するように言うてますけど、できるだけ対応してもら

うようにしますけれども、基本は原形復旧ということですね。 

 だから、それに見合うような手続をせにゃいけんと。そのためには工

事の順番でございますけれども、まずは生活に関連したところから優先

しようということです。生活に。例えば、ここの橋が落ちたから、なか

なか生活が不便だとか、こういうところから優先順位を決めていこうと

いうことでやってます。 
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 基本的には私が、災害で今までに経験した事例によりますと、大体国

は3年かけて復旧というんですけど、行政としましては、1日も早い復旧

を望んではいきたいと思いますけれども、そのような大きな取り組みが

あるようでございます。いずれにしても早く復旧していくことが市民の

負託に応えることになりますんで、しっかりと要望していきたいと思い

ますので、どうかよろしくお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 玉井直子さん。 

○玉 井 議 員  私もそのように伺っておりましたので、答えられるところは答えさせ

ていただきながら、なるべく早く少しでもしていただけるように、御尽

力をお願いしたいと思います。 

 それでは3番にいきます。 

 被災された地域は、今回の豪雨災害で随分、防災意識が変わられたよ

うに思います。市民の中では温度差はあると思います。避難行動につな

がらない状況もありました。でも、やはり隣、近所が一番大事なものな

んです。 

 自主防災組織の強化が必要ではないかと思います。市長の考えをお伺

いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「自主防災組織の強化」についての質問にお答えいたしま

す。 

 議員が御指摘のとおり、自主防災組織の活動状況にはかなりこのたび

差があることを認識しました。特に、避難行動という面では、組織の規

模や年齢層、または地理的な条件などの違いから、取り組み方に大きな

差がありました。 

 先ほど宍戸議員にもお答えいたしましたが、自主防災組織の実情の把

握を行うとともに、県のアドバイザーにも協力をいただきながら、自主

防災組織の活性化に努めてまいりたいと思います。また、今年度も自主

防災組織連絡会を開催するなど、組織が活動していく上で参考となる情

報を提供する場を設けるほか、先進的な活動をされている組織を紹介し、

参考にしていただくなど、組織の取り組みを進め、組織の強化を図って

まいりたいと思いますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 玉井直子さん。 

○玉 井 議 員  一人一人の考え方だと思います。本当に防災意欲を高めてもらいたい

と思っております。そして、避難行動をどう即していくか。避難情報を

いかに住民の行動につなげるかが課題で、情報伝達の方法や市民の防災

意識の向上策の検討が本当に迫られていると思います。 

 私は今回避難所に避難いたしました。今回の避難所開設が早く、高齢

の方や移動が大変な方は、早目の避難ができ、本当に助かりました。私
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が最初にその方たちを移動させて、それから自分たちで土のうをつくっ

て、土のうを置こうかと思った10分ぐらいの間に水が増して、決壊しま

した。なので、本当に一瞬のことだったと思います。 

 本当に自分では考えられない、もちろん自分でも考えられませんし、

想定外のことだったので、誰もが信じられない状況であったと思います。

避難所に行きましたら、行政の方がちゃんと適切な対応をしてくださり、

避難所でのエアコンの件はありましたけれども、避難所での生活は本当

に皆さん安心して情報もテレビとそれからボードに書いていただいたよ

その地域の情報なども入れてもらいながら、皆さん一晩一緒に過ごしま

した。こんなことを経験するとは思いませんでしたが、どこでいつどう

いうふうになるかわからないなということを改めて感じる一晩でした。 

 自主防災組織というのは、うちの私たちのところでは結構盛んにされ

ておりますが、それでも実際に行動をとれるかといったら、やっぱりそ

れはできませんでした。できる人が、隣、近所を送っていくという状況

に最後はなります。 

 先ほどから言いますように、一人一人の考え方がすごく大事だったと

いうのを今回改めて痛感いたしました。なおかつ自主防災組織がしっか

りしていれば、どんなときにでも対応ができるのではないかと思い、こ

の質問をさせていただきました。先ほど、宍戸議員のお答えのときにも、

お答えをされておりましたが、本当にいろいろなところから情報を得て、

強化していただきたいと思います。そして、安心、安全なまちづくりに

なることを願います。 

 それでは、次の質問に移ります。農村振興についてでございます。 

 少子高齢化の中で、農村部については営農される方、農業用施設を管

理する方が減少してきています。荒廃していく農地がふえるのは明らか

だと思われます。農村の荒廃を防ぐための農村振興についての考えをお

伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「農村の荒廃を防ぐための振興策」についての質問にお答

えいたします。 

 御指摘のとおり、少子高齢化が進む中、農業従事者も減少しており、

今後管理ができない農地や農業用施設がふえていくことは、大きな課題

であると認識しておるところであります。 

 特に、今回のような大きな災害が発生すると、その復旧に多くの労力

や費用を要し、農家の営農意欲を阻害する事態も懸念をされます。 

 国や県の施策では、担い手に農地を集積し、効率的な農業経営を目指

すとしておりますが、兼業農家が7割を占める本市におきましては、農

業の担い手確保に加え、担い手と小規模農家の連携等により、営農が継

続ができる環境をいかにつくっていくかという課題について、今後も各

方面との意見も伺いながら、取り組んでいきたいと思っているところで
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ございます。 

 御理解を賜りますようお願いをしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 玉井直子さん。 

○玉 井 議 員  少子高齢化はいろんなところに影響がありますが、本当に農村部につ

いては大変な、特に中山間地域では大変なことになっていると思います。

今回、この災害がありまして、本当にまた痛感することがありました。

川の中に井堰がありますが、そこが土砂で壊れたり、そして埋まって、

それから氾濫したりというようなことが起きております。 

 この井堰のことに関しても、農業従事者だったり、県だったり、部署

がいろいろと違いますので、入り込めないところはありますが、やはり

今高齢化で農業していく人たちも本当に大変な思いをされているので、

そして今兼業農家の方ももちろん大勢いらっしゃいますし、大変なこと

がいっぱいある上に、今回のことがありまして、一週間ぐらいの間に今

回でしたら、田んぼに水をやらなければいけないのに、水をやる方法が

ないと。どうやってやっていこうという本当に途方に暮れた一週間だっ

たと思います。その中で一生懸命皆さんどうにか行政と相談したりして、

処理をされて水を通すように、本当に水が一番必要なときに今回の災害

が起きてしまったことが、改めてこれからどうやっていくかということ

を考えなくてはいけない事案になったんではないかと思います。 

 私たちができることは何なのかはわかりませんが、話し合いをする、

それから皆さんでともに考えるということが今すごく必要ではないかと

いうふうに思っておりますが、市長の御意見を伺いたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のように、このたびの農業災害、ため池と全く同じなんで

すね、これ。受益者がおるんだから、基本的にはあなたらがこれで農業

してるんだから、自分の金で直せというんだけど、そうは言いきれんと

こがちょっとあるということなんで、行政としては情報提供とか、こう

いうお話は聞くとか、次の施策についての方向性を出すとか、大事な課

題と思ってますので、早急にこうやって人集めて、ちょっと検討してい

きたいと。これをするためには、こういう国の支援がありますよとか、

いうこともございます。 

 災害復旧としても、普通の状況で復旧ができない状況の方がおられる

ということなんですよね。普通だったら、米でもうかってるんだから、

この金出してから復旧すると。皆負担出すと言うんだけど、このことが

できないような状況が非常にあると。これはため池も一緒ですね。こう

いうことは行政としてもやっぱり意見を聞いてあげるところからスター

トしながら、できるだけ支援できるかということも考えていきたいと思

います。現行制度では受益者負担しなさいですけど、洪水しゅんせつの

為に要るとか、へりくつをつけてでも行政がかかわるような工夫をして
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あげたいと、かように思ってます。 

 まずは、皆さんを集めて、こういうことの悩みを聞いてあげるという

ことから始めたいと思います。よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 玉井直子さん。 

○玉 井 議 員  本当にまずは聞いていただくことが大事だと思っております。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 次の質問に移ります。 

 兼業農家が農家から離れていくと、担い手だけで農地を守れる状況で

はなく、荒廃が進むことが予想されています。水路、ため池の修繕は、

水利権者である土地所有者が費用負担するようになっていますが、ここ

も高齢化で後継者もいない状況があります。 

 一方で、耕作者に負担を求めるケースもあるようです。土地の集積が

進んでいる中で、担い手だけが負担するのは過大な支出となります。あ

る程度の大きなまとまり、その状況に合わせた柔軟な手法で、例えば学

校区、振興会単位などで協同で取り組み活動を行うことがいいのではな

いかと思いますが、お考えをお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「農業用施設の修繕に係る費用負担と広域的な取り組み」

についての御質問にお答えいたします。 

 御承知いただいておりますように、水路やため池等の農業用施設の修

繕等につきましては、受益者負担の原則がございます。地域においては、

施設の管理組合等を組織され、維持管理を行っておられる場合もござい

ます。 

 ただし、農家のリタイアが進み、担い手への農地集積が進みますと、

結果として修繕等に係る個人負担が増加する状況も起こってまいります。 

 このため、修繕に係る国や県、あるいは市独自の補助事業を積極的に

活用していただくとともに、中山間地域等直接支払制度や多面的機能支

払制度などを活用し、集落や地域ぐるみでの農地・農業用施設の管理を

促進してまいりたいと思います。 

 これらをさらに広域化することにより、交付される予算の枠を確保す

ることができれば、施設等の維持管理も計画的かつ効率的にできると思

われますが、事務の負担など、市としてもその仕組みづくりの課題を整

理し、関係機関と検討してまいりたいと思います。 

 安芸高田市にも、農業集団とかいろいろございますけど、そこらと連

携をとりながら、できれば広域的に負担がないような仕組みづくりもこ

れから考えていきたいと、かように思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 玉井直子さん。 

○玉 井 議 員  今若い人たちが農業を法人化して、農業をしようという方たちも本当
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にたくさんいらっしゃいます。その人たちにもしっかりと手助けができ

るよう、そして個人の農家の方々も同じように悩みがたくさんあると思

いますので、それも聞いていただきながら、何とかどちらにも続けてい

かれるような仕組みを考えていくよう願いまして、私の一般質問を終わ

ります。 

○先 川 議 長  以上で玉井直子さんの質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 15番 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  15番、金行哲昭。 

 通告どおり、防災について、学校現場の働き方改革について、新学習

指導要領について、質問させていただきます。 

 まず、初めに、防災についてです。 

 ことしの災害、我が市でも2人の方がお亡くなりし、全国でもいろい

ろな災害が起き、6月では大阪の地震、7月では西日本、主に広島、岡山

の豪雨災害、また北海道では地震。どこでどのような災害が起きるかわ

からない現在、お亡くなりになられた方に深く御冥福を思い、また向原

で1名まだ消息がわからない方に、早く消息がわかるように、心からの

お願いを申し上げます。 

 日本では、こういう災害がございましたが、アメリカのほうでは、大

坂なおみさんがテニスで、とんでもない言うたら失礼ですが、あんな大

きなことができ、大谷選手は次々ホームランを打ち、カープは3連敗か4

連敗か5連敗しとりますが、優勝は間違いない。サッカーはよし、こと

しはやれると。いう悪いこともいいこともあるんが、この世の中でござ

います。 

 質問に入ります。 

 7月の豪雨災害についてですが、先ほど申し上げましたように、6月で

は大阪で北部地区の地震、7月では西日本、特に岡山、広島。我が市も

向原、甲田町のほうでも大きな災害が起きました。また北海道でもござ

いました。 

 まず、市長にお伺いしますが、我が市は地震とかいうのはないとは思

うんですが、まあわかりませんが、局地的に降る豪雨災害、今回の災害

をどのような、今回の一般質問は災害についてかなり思いもあるし、皆

さんも質問も聞かれとるんですが、私も今回の災害ほど、我々安芸高田

市の皆さんでしょうが、我が身に感じることと思います。そこらの思い

をまずお聞きし、また自治体の災害対応力とは何か。対応力は何かと私

考えるのは、市町村のリーダーシップとか、職員の資質、防災の職員の

研修訓練、地域防災を初めとする法制化、いろいろあろうと思うんです

が、そこらの自治体の災害対応力とは何かということを、まずお聞きし

ます。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 
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○浜 田 市 長  ただいまの「7月豪雨災害に対する思いと自治体の災害対応力」につ

いての御質問にお答えいたします。 

 このたびの豪雨災害において、極めて残念ながら死者、行方不明者合

わせて3名の方がございました。亡くなられた2名の方の御冥福を改めて

お祈りするとともに、行方不明者の捜索につきましては、県警本部、安

芸高田警察署と連携しながら引き続き対応させていただきたいと思いま

す。 

 安芸高田市も災害対策本部から、復旧本部に切りかえましたけど、こ

の捜索につきましては、引き続き対応していきますんで、どうかよろし

くお願いします。 

 とりわけ2名の方は、避難途中であったと思われることから、今後に

おいてはふだんからの啓発に力を入れ、安全に避難をしていただく手法

の確立に努めてまいりたいと考えます。 

 御指摘の災害対応力についてでございますが、一言で言うと、総合的

な力であると私は思います。災害に備える力と、被災後の復旧のための

力、これらを合わせた力を示すものと思いますが、とりわけ議員御指摘

の部分は、まさに災害が起こりつつあるときの対応力のことと思われま

す。 

 このことにつきましては、いち早く災害対策本部を設置いたし、避難

判断マニュアルをもとに、できるだけ早い決断のもと、ちゅうちょする

ことなく避難勧告、あるいは地域によっては避難指示というところまで

出させていただきました。その中で初めての経験として、土砂災害警戒

情報が全市に発令されている状況で、大雨特別警報が本県に初めて発令

をされました。 

 雨量や河川水位のピーク時から見ても、28時間前から災害対策本部を

設置し、避難所の設営やパトロール、避難に係る広報や土のう積み等の

水防活動など、全職員及び全消防団員でこれに対応いたしましたが、と

りわけ豪雨災害後の台風12号では、被災地域に避難指示を発令した段階

で、避難指示対象世帯全てに、消防団員に訪問してもらい、避難を促し

ていったところでございます。 

 結果として、7割の方々が避難していただいたことは、消防団員の皆

さんの力を借りた大きな対応力として評価できるものと考えております。 

 御理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  まさしく、この我が市の対応力というのは、かなりのあれがございま

した。私も地元のミューズのほうにも行き、また臨機応変にミューズが

だめだと思ったら、その近くの集会所に分散して対応してくださいまし

たし、そこにも決まってないんですが、そこにもある程度の毛布とか乾

パンとかも用意をしてくださった。まさに対応力、これが日々のあれだ

と考えております。 
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 そこで、2番目の質問にいきます。 

 人の命は一番、これは日ごろ市長が言っておられる市民総ヘルパー構

想、自助・共助・公助、その集まったことが今回のある程度の防災への

関心が、皆さん個々に持っていらっしゃったのだと思います。人の命が

一番。私が昨年、事前防災行動計画の設定はどうかということで、タイ

ムラインいうことを質問させていただきまして、担当課もいろいろ考え

てますということでございました。考えてもいらっしゃいました。川の

タイムラインはつくっとるということがありましたが、私はこれだけの

安芸高田市の地域でも向原の地域、高宮の地域、美土里の地域、八千代

の地域で、これだけの地域が集中豪雨が違ってくるんですよね。地域的

なタイムラインか計画いうもんがね、個々にそこまでしなくてもいいと

思われるかもわかりませんが、考えとくべきではないかと。それだけの

必要性、そういうものの気持ち、それをまた住民に知らせるということ

が必要なんかと思うんですけど、その点はどう思われるか、お聞きしま

す。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「タイムライン策定」についての御質問にお答えいたしま

す。 

 タイムラインは、アメリカで発生した超大型ハリケーンがきっかけと

なって考え出されたと聞いております。予測される災害の時期から逆算

して、警戒体制や避難体制等をあらかじめ、時系列で整理したものであ

ります。 

 江の川につきましては、三次河川国道事務所と連携いたし、台風の接

近・上陸に伴う洪水を対象としたタイムラインが既に作成をされており

ます。県管理河川の多治比川及び三篠川につきましても、広島県と連携

いたし、平成29年度にタイムラインを作成したところでございます。 

 当市におきましては、既に避難勧告等の判断・伝達マニュアルや災害

時職員初動マニュアル等を整備しており、その中で、どのタイミングで

どのような体制を取り、どう行動するかを整理しておるところでありま

す。タイムラインと合わせ、各種マニュアルに基づいての、災害への対

応を行ってまいりたいと思います。 

 また、地区ごとのタイムラインにつきましては、その時々の雨の降り

方により、地域によっては大きく状況が異なる場合がありますので、基

本的には河川ごとのタイムラインを参考にしながら、市からの避難勧告

や避難指示の情報を的確に捉えていきたいと考えております。 

 議員御指摘のように、降雨の特性とか、地域の特性がございますんで、

個々つくるんがベターと思いますけど、今の段階では全体を網羅しなが

ら、対応しているところでございます。 

 御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 
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 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  全体のタイムラインはかなり考えていらっしゃる。まあタイムライン

という言葉をもう少し言葉で言うんですが、地域防災の計画表いうこと

ですが、個々にそういうことの、どういうんですかね。新しい言葉いう

んですか。そういうもので、住民にもっと気持ちをもっていくというこ

とを個々に地域防災いうんですかね。そういうものをやっていくのに、

タイムラインいう言葉も吐いて、どんどん使っていけば、また皆さんの

自覚というものが、申しましたように、自助・共助いうもんがね、もっ

と固まっていって、皆さんの意識が高くなると思うんです。 

 まず自分の命は自分で守る。自分が命を守るということの自覚の中に、

大きなタイムラインとか、行政とかいうもんがあって、安全を守れるい

うことで、我が市は大丈夫じゃなしに、我が市でもこういうことは大雨

降ってなるということを自覚していかにゃいけんいうことで、私もその

タイムラインいう言葉を使わせてもらったんですが。 

 あるところの町によっては、やっぱりタイムラインをする以前と、タ

イムラインじゃっていう言葉でやっているのは、かなりの意識も高まっ

とるいうことで、実例が出ておりますので、そういうところはまた順次

市長も考えてやっていただきたいと思います。 

 それでは、大きな2番目の教育長のほうへお聞きします。 

 学校現場の働き方改革、これはいろいろ今は国、市長は働き方改革い

うことで、かなり突っ込んだ議論も出てますし、かなり進められており

ますが。特に教職員の学校現場、いろいろ聞いておりますし、全国的に

も我が市がどうなのかと言うことではなしに、全国的にはいろいろな健

康管理の問題、超過、過労死とか、認定されてるという学校の先生もい

らっしゃる、職員もいらっしゃるということで、本市においての教職員

の健康管理の課題があると思います。その改善策とか、そういう予防な

どはどう考えておられているのか、教育長にお聞きします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの「教職員の健康管理の課題、改善策」についての御質問に

お答えをいたします。 

 学校を取り巻く環境は、近年より複雑化・多様化しており、学校には

これまで以上に子供たちに対するきめ細やかな対応が求められています。

また、情報化やグローバル化といった社会の急速な変化が進む中、これ

からの教育は知識を活用し、協働して新たな価値を生み出す主体的な学

びを促す教育を推進することが求められています。 

 こうした中、教員の業務は多様化し、長時間労働が恒常化している状

況があり、健康管理上大きな課題であると認識をしています。 

 こうした状況を少しでも軽減するために、今年度から導入しましたの

が留守番電話の活用と部活動指導員の配置でございます。これらの取り

組みは、一定の成果は期待できるものの、教員の長時間勤務の抜本的な
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解消につながるとは言えません。いずれにしましても、教員の負担軽減

とモチベーションの維持向上、子供と向き合う時間の確保などは、教育

の質の向上には欠かせないと考えています。今後におきましても、保護

者や地域の方々の理解も得ながら、さらなる働き方改革の取り組みを進

めていきたいと考えておりますので、御理解を賜りますようよろしくお

願いを申し上げます。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  今教育長が言われた話、今小学校の先生、中学校の先生で、健康の調

子が悪くて休んでおられる方を把握されとると思うんですが、お知らせ

ください。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの金行議員の御質問でございますが、ちょっと詳細の人数は

後ほど次長のほうから答弁をさせていただきます。 

 いずれにしましても、先ほども答弁させていただきましたように、本

市におきましても残念ながら、超過勤務時間だけの影響ということでは

ございませんが、身体的に体調を崩して、いわゆる病気休暇、さらには

休職をとる教員が出ておるのも事実でございますので、先ほど申しまし

たように、何とか働き方改革というものを強力に推進をしまして、この

あたりの解決に取り組んでいきたいというふうに思います。 

 詳細の数字は、ちょっと次長のほうから答えさせていただきます。 

○先 川 議 長  引き続き答弁を求めます。 

 教育次長 土井実貴男君。 

○土井教育次長  いわゆるメンタル不調によって、通院または病休、休職等をとられて

おります職員の状況ということでございますが、申しわけないんですが、

ちょっと本年度、現時点での詳細な数字は手持ちで持ち合わせておりま

せんが、過去3年間程度で申しますと、小学校におきまして、平成27年

度が4名、全体の教員の数が111名ですので、割合で言えば3.6％、それ

から28年度が5名、それから29年度が4名ということでございますので、

小学校で言いますと、年間4名から5名の教職員の方々がメンタル不調で

病休または休職をとっておられるという状況でございます。 

 中学校におきましては、27年度が3名、28年度が5名、29年度が6名と

いう状況でございます。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  この病気というのは、やっぱりどこの職場行ってもあると思うんです

が、特に先生にいろんな精神的な悩みが多いようでございますので、そ

こらは十分な治療とケアをやっていただきたいと思います。 

 次の質問に入ります。 
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 病気とは関係あったり、いろいろなこと関係あるんですが、教職員の

調整額の支給を定めた給特法第3条がありますよね。労働時間勤務の中

で、労働者の時間が超過勤務の把握をされているか。私も第3条がどう

いうものなのか、よく知らないのに質問してはということではあります

が、この法律は本来はその健康状態を悪くなっちゃいけんけえ言うて、

超過勤務の抑制をしようとかいう考えで始まったんじゃないかというこ

とで、私はそういうことで把握しとったんですけど、そこら辺はどうな

んでしょうかね。 

 また、これについて、学校の先生の時間外というのは、別に把握をさ

れてないのか、把握しているのか。そこは給特法第3条があるたびに、

その中ではまっているということで、理解していいんですかね。それを

1点お聞きします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの「労働時間超過勤務の把握」についての御質問にお答えを

いたします。 

 公立学校の教員につきましては、教員の勤務態様の特殊性を踏まえて、

時間外勤務手当や休日勤務手当を支給しないかわりに、給料月額の4％

に相当する教職調整額を支給することが、公立の義務教育諸学校等の教

育職員の給与等に関する特別措置法、いわゆる議員申されました給特法

に定められています。 

 教員は、授業以外にも成績処理などの教務事務、部活動の指導、いじ

めなどの生徒指導上の課題や地域・保護者等からの要望等への対応など、

求められる役割が拡大している実態があり、それらが長時間勤務の要因

となっていると考えられます。 

 教員の健康管理や長時間勤務の縮減に向け、本市では勤務時間管理表

により、教員の勤務時間を把握し、適正な勤務時間管理に努めていると

ころでございます。 

 しかし、実際には多くの教員が長時間勤務を余儀なくされているとこ

ろから、働き方改革の取り組みの必要を痛感しているところでございま

す。 

 議員先ほど申し上げられました給特法のできた経緯ということでござ

いますが、これは私の認識が間違っていなければ、昭和46年ではなかっ

たかというふうに思いますが、このときできた経緯といいますのは、先

ほども申したような理由でございまして、いわゆる超過勤務を抑えるた

めにということではないというふうに認識をしております。 

 もう1点、学校には、いわゆる教諭に限らず、事務職でありましたり、

養護教諭等おりますが、全ての教職員の勤務時間管理は現在調査をしな

がら、少しでも抑えられるようにということの指導を校長とともに、取

り組みは進めているところでございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 
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 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  私の勘違いで、抑えるんじゃなしに、円滑に教員を回していくという

ことで、できたということでいいんですよね。答弁はいいですよ。 

 今時間外の管理はされている。時間外は別にない。あれは教育長どう

なんですかね。出社いうんですかね、学校へ入ったときの、サラリーマ

ンだったらタイムカードがございますよね。じゃが、いつも見かけるの

は早くから先生来て、危ないところとか、交通指導やってくださっとる

しね。ああいうのもある言うんか、そこらもちゃんと上手に働く者が子

供のためにやるって、楽しくやるって、仕方ないがやっているとか、何

ぼやっても時間外がつかないのかという考えなのか、そこらをもう管理

はされとるということなので、そういう意見は聞きながら管理はされて

いるのか。100％じゃあございませんからね。どこの会社も。そこらは

ある程度校長が管理をされとる方向に進んどるということで理解しても

ええんですかね。その1点。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの金行議員の御質問でございますが、いわゆる給特法といい

ますのは、先ほど申しましたように、教員の勤務態様の特殊性、今申さ

れました、朝の挨拶運動でありますとか、交通指導というようなのは、

要するに勤務開始より前に、相当前の時間から出勤をしなければいけな

いと。そういったことも含めて、いわゆる給料月額の4％相当を教職調

整額ということで、支給をしているということでございます。 

 以前は、広島県におきましても、いわゆる振りかえ措置ということで、

例えばきょう挨拶運動があったので、40分早く出勤したということであ

れば、どこかでその40分の振りかえをとれるというようなことも現実に

は行っておりましたが、いわゆる平成10年の当時の文部省の是正指導以

降、そういったことも難しくなってきて、ほとんどの学校におきまして、

少なくとも安芸高田市におきましてはそういった挨拶運動とか、交通指

導あたりは、いわゆるサービスで教員がやってくれているというような

ことが実態でございます。こういったところが、積み重なっての超過勤

務ということにもつながっているということは、十分考えられますので、

そのあたりについては、先ほどから申しておりますように、教職員の健

康管理を守るということからも、何とか取り組みのほうを変えていかな

ければならないというふうには思っております。 

 いわゆる勤務開始と退校時刻というふうに言ってますが、それを何で

かということになりますと、今パソコンで管理をする学校も出てきてま

すし、各自でいわゆる記入式というのもまだあります。これを何とかタ

イムカード方式であるとか、パソコンあたりで、より正確に管理でき、

適切な指導とか対応ができるということを現在、研究段階というまだ状

況ではございますが、取り組みのほうを考えておるということでござい

ます。 
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○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  初め言うたやっぱり教職員の健康管理ですよね。健康管理をやっぱり

考えて、どうしても何ぼか遅うなって、何ぼか早くなったりしますが、

どこの企業もどこの先生も、どこの職員も。それあって、それがたたっ

て健康管理をおろそかにして、それを見るべき人間が見てない。見て見

ぬふりをしとるということのないように、していただきたいということ

を申し上げして、次の質問へ行きます。 

 次の質問でございますが、これまた県の新しい教育長、かなりやり手

な人で、私たちも県北三市の議員研修会で教育長さんの話を聞かせてい

ただいて、かなりの御立派な人だということを感心しました。教育長知

っておられると思うんですが、今度私、新学習指導要領の移行の期間に

おける体制ということで、全面実施は小学校で2020年4月からとか、迷

ってたらごめんなさいよ。中学校はその翌年ということで、指導要領が

できるようにしなさいということで、おりとるということを聞いたんで

すが、我が市もそれに向けての何かの仕組や手段づくりをやっていかに

ゃいけんいうことを思うんですが、今んとこそこらの指導要領の移行に

向けての体制状況についてどういうことを把握して、やっておられるか

お聞きします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの「新学習指導要領への移行期間における体制状況」につい

ての御質問にお答えをいたします。 

 議員御承知のように、新学習指導要領は、小学校が2020年、平成32年

4月1日から、中学校は、2021年、平成33年4月1日から完全実施となりま

す。 

 今回の主な改訂としましては、小学校における外国語教育の充実を目

指し、中学年、3年生・4年生で外国語活動、高学年、5年生・6年生で外

国語科が導入をされることになっております。 

 本市におきましては、こうした新学習指導要領に対応した小中学校の

外国語の授業に向け、円滑に移行できるよう、安芸高田市外国語教育充

実プロジェクトを策定し、その取り組みを行っているところでございま

す。 

 具体的には、学校教育推進アドバイザーが全ての学校を訪問し、授業

観察を通して、指導方法や教材の活用方法、ＡＬＴ、いわゆる外国語の

指導者でございますが、ＡＬＴの有効活用等指導助言を行い、授業改善

を図っておるところでございます。 

 いずれにいたしましても、今回の改定に伴う教育内容の改善事項につ

きましては、今の移行期間中に必要な準備を行い、新学習指導要領のス

タート時に混乱を来すことがないように、最善の取り組みを行っていき

たいと考えておりますので、御理解を賜りますようお願いを申し上げま
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す。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  最後に1点お聞きしますが、この新学習指導要領は、今教育長言われ

たように、今言う英語のあれとか、ああいうのがあって、テーマがあっ

て、いつまで我が市のものをつくらにゃいけんとか、こういう要綱があ

るというのを出さにゃいけんという規定はあるんですか。 

 私が聞いとるのが、人間、子供の生きる力を大事にせにゃいけんとい

うことも、ちょっと聞いたんですが、そこらを含めて、あれば最後お聞

きします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの金行議員の御質問にお答えをいたします。 

 1点目でございますが、新学習指導要領に移行するということにかか

わって、安芸高田市独自で何かを策定しなければいけないかということ

につきましては、結論的にはございません。安芸高田市独自の取り組み

を展開するという意味においては、許される範囲内において、独自の取

り組みをするということは許されておりますが、現在日本の教育、義務

教育は、全国どこへ行っても、同じ水準の教育を受けられるようにとい

うことで、新学習指導要領で例えて言いましたら、小学校の4年生では

内容的にはこういうことを学習しなければいけませんというものが、定

められているのがいわゆる新学習指導要領というふうに御理解をいただ

ければいいかなというふうに思います。 

 もう1点。 

 生きる力でございます。 

 いわゆるこれまでもいろんな機会にお話をさせてきていただいてます

ように、きょうの議論でもありましたが、もう日本に限らず国際的な流

れの中で、いわゆるグローバル化、大きな教育を取り巻く状況というの

も変わってきております。その中で、いわゆるロボットとか、ＡＩと言

われるような人工知能といったようなものが、これまである意味学校で

大事にされてきた知識とか、技能、暗記するような力というようなもの

は、インターネットでありますとか、ＡＩあたりが、むしろ早く正確に、

確実に、私たち人間に伝えてくれる。これからを生きる子供たちにはそ

ういった知識を活用して、どれだけ周りの人たちとコミュニケーション

をとりながら、より新しいものを創造していくかというような、力が大

事になってくる。しかもそのときに、それはグローバル化、国際的にさ

まざまな国の人たちとかかわりながら、そういうことをやっていくとい

う時代が確実にやってきとるということの中で、教育を取り巻く環境、

あるいは社会が大きく変わってきているということで、それを日本では

生きる力というふうに呼んで、そういったところで、今回の学習指導要

領もいわゆる教師主導の画一的な一斉授業から、主体的で子供みずから
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が主体的に、対話的に、学べるような授業に転換をしていかなければい

けないということが叫ばれているということでございますので、御理解

をいただければというふうに思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  とにかく、安芸高田市の子供たちは財産でございます。新しい県の教

育長も言っておられました。私も同感しましたが、子供たちに読書をさ

せてください。要望しまして、私の一般質問を終わります。 

○先 川 議 長  以上で金行哲昭君の質問を終わります。 

 この際、15時50分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時３９分 休憩 

午後 ３時５０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 6番 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  6番、無所属の前重昌敬でございます。 

 本日最後の通告となりますが、よろしくお願いいたします。 

 大枠2点につきまして、質問いたします。 

 1点目といたしまして、先ほど来同僚議員からもありましたように、

自主防災組織、避難場所につきましてお伺いいたしますが、1番目の市

内6町における自主防災組織設立状況及び、今回の7月豪雨災害における

自主防災組織立ち上げ状況について伺いますとの関係につきましては、

同僚議員のほうからの質問もありました。また、今回の7月豪雨災害に

おける自主防災組織の立ち上げ、これにつきましても、全員協議会等に

おいて報告が上がっておりますので、この辺は飛ばさせていただきまし

て、2番の上記の現状における課題及び今後の市としての対応、対策に

ついて伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「自主防災組織の課題と市としての今後の対応」について

の御質問にお答えいたします。 

 先日、高宮町で1組織が結成されました。しかし、まだ、特に吉田町

の吉田地区において、未結成の地域がございます。組織率100％を目指

して、取り組んで進めているところでございます。 

 自主防災組織の平素の活動状況は、さまざまなものがございます。活

発な組織もあれば、そうでもない組織もあります。組織の規模や年齢構

成などもさまざまでありますので、災害時の活動についても、一律に

「このような対応をしてください」と言えるものではないのが現状でご

ざいます。 
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 避難情報を各組織の代表者へメールで配信することも検討しておりま

すが、メールは使えないという声もよく聞きます。 

 自主防災連絡会などを通じて、各組織の実情を把握しながら、自主防

災組織の活動について、検討と情報共有をこれからも図っていきたいと

思いますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  先ほど来から話をされております、安芸高田市自主防災組織連絡会、

この辺につきましても私3月31日でございました、ことしですね。出席

をさせていただきまして、市長からお願いということで1点から15点ぐ

らいまで市長がお話をされてお聞きをさせていただいたところでござい

ます。 

 その中で、情報の伝達について、若干お伺いしたいと思います。 

 今市長からありましたように、メールでの形が、自防災会のほうへ情

報が入ってどうなのかという話でありますが、私たちの地域も、自主防

災は立ち上げておりますが、平均年齢70歳、こういう状況でございます。

携帯電話はお持ちでございます。しかし、ガラケーと言いましょうか、

普通の電話機能のみで、メール等がなかなかされないという状況であり

ます。 

 そうしたときに、じゃあそれ以外であればどういう手段があるのかと

いうことになりますと、今回本当にお力になっていただいたのが、消防

団。この方々の協力なくして、地域は動けなかったと考えます。 

 特に、災害対策本部からの情報伝達、これが指揮命令系統によりまし

て、各分団に伝わってまいりました。先ほど市長からもありましたよう

に、12号の台風接近に伴う早い避難ということで、消防団からの要請、

避難ということで、この辺が実質、自主防災組織に情報が入れば、その

辺の動きもまた変わってくるんじゃないかと思うんですが、そういう消

防団を通じての、市としての指導体制等をお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のように、消防団の対応でございますけど、このたびも消

防団の方が的確に判断されまして、かなりの情報力が地域に伝わったん

だと思っております。 

 消防団にしても、限界があったりするんで、やっぱりここは総合的に

これからは平素の訓練を通じて、やっぱり体系的にやっておかないと、

行政も反省もようけあるわけですよ。今回例えば安芸高田市で避難せえ

言うとるんだけれども、地域の避難場所でもええんかとかね。そういう

わかり切ったことが意外とわかってないということがあるんで、そのこ

とは定期的に会議を開きながら、徹底的に訓練をしとかにゃいけんと、

かように思います。 

 このたびでも消防団の方々には大変お世話になりました。だけど、消
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防団の方も生身の人間でございますんで、行政と効果が出るような、仕

組みづくりをまたこれからも考えていきたいと。消防団との情報連絡に

つきましては、これからも強化をしていきたいと、かように思いますの

で、御理解をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  今市長から、強化をしていきたいということでありましたので、ぜひ

この辺は、各町に方面隊長等がおられます。毎月1回会議もされとると

いう定例会があると聞いておりますので、そこが市とうまく連携をとっ

ていただいて、自主防災等の連携ですよね。そこがうまく機能できるよ

うにお願いしたいと思います。 

 特に、災害対策本部から消防の団長のほうへ情報が入っていくと思い

ますよね。その団長から方面隊長に指揮命令系統でつながっていきます。

その方面隊長から各分団に話は流れていくという形になっとると思いま

すので、そこのいずれかの時点で、やはり自治振興会、今の振興会、振

興イコール自主防災組織になろうと思いますが、そうしたところへ情報

が早く入る仕組みをとっていただきたいと思いますので、その辺は今後

しっかりとまたこの秋口、台風等もまだまだ来る可能性あるかと思いま

すが、対応をよろしくお願いいたします。 

 先ほど同僚議員からありましたように、シミュレーション、今ありま

したように、訓練等含めてですね。実施していきたいという形の中で、

市民とやるということは大事なんですが、そこには具体的に市長がこの

前の連絡会のときにお話をされてました、ハザードマップ、この辺も有

効的に使っていきたいということで、多分ことしのこれも2月だったと

思うんですが、県から来られまして、土砂災害、それと今の洪水ですよ

ね。洪水におけるその2つの両面からしてのハザードマップ等も検討し

ていきたいというお話をされたと思うんですよ。この辺の動きが今どう

なっているか、まずここをお伺いさせていただきたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ハザードマップにつきましては大事なことなんで、今指示してること

は、県から言うてきとるのは、実は災害なんですよ。河川の災害とかだ

けを言うてきてます。これはわけがないことなんですけれども、そうじ

ゃなしに、この安芸高田独自のハザードマップが要るんだということで、

今指示してます。 

 それは特に土砂崩れ、後ろへ家を抱えている人が、こんな人がちゃん

と大事だということで、独自の情報を加えていますんで、ちょっと時間

かかってますけど、早急にやっていきたいと思います。 

 これは、県もどがなもんができるんか期待をしておられますんで、し

っかりとしたものをつくっていきたいと。特に、難しいのは、このたび

でも例えば避難場所についても、通常の避難場所がありますよね。で、
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小さい災害のときの例えば地域での避難場所がありますよね。これの対

応をどうしていくんかということと、もう一つこのたび考えにゃいけん

のは、異常時というのがありましてね。1,000分の1の確率の対応も考え

ていかにゃいけんのですよ。これは関係ない言うてもですね、行政考え

にゃいけんようになっとるわけですよ。いわゆる東北災害とか地震なん

かでですね、起きた災害の事象は、確率的に言うたら1,000分の1なんで

すよね。そうすると、こういうものについても考えていかにゃいけんと。

非常にこの市民の方にうまく説明しないと、これはどの分じゃろうかと

かと、迷うことにもなるんで、この辺のことも難しい課題ではあるんで

すけれども、しっかりとした対応をしていきたいと。言われるように、

早く市民の方々に周知したいと思いますので、御理解を賜りたいと思い

ます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  これにつきましては、先ほども同僚議員からもありました、今回の地

域懇談会の中でもあったんですよ。やはりそういう地域で、ハザードマ

ップについてのお話、説明会があったときに、来られた方から、その形

はどうなっているかということでちょっとお聞きしました。 

 今市長が思っておられるのは、早目に土砂災害も含めたハザードマッ

プを作成するということで、今までもありますよね。それは御家庭にあ

るということで、見られてると思うんですが、そうした今のハザードマ

ップをいつごろまでに、それは全ての方々に対して、そういうハザード

マップを準備されていくのかどうか。それは今年度中なのか。その辺も

含めてお伺いをしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ことし中と言いたいんですけれども、遅くなるんで、この災害の対応

が終わったら、早急に次の台風に備えてやっていきたいと思います。 

 このことをしっかりと市民に周知していかないと、このたびでもこれ

大きな災害というよりか、これはどの分の災害じゃろうかと、みんな混

乱しとるんですよ。小山でも、あっこでええんかということになるわけ

ですよ。例えば逃げるのが。吉田のところが開設しとるがと。これは

我々の反省であって、やっぱりこういうときにはこうだというケース・

バイ・ケースをしっかり明記しながら市民の方に徹底していく必要があ

ると思いますんで、ちょっと時間をもらいたいと思うんですけれども、

できるだけ早く、できればことしの9月の台風、10月、11月にかけては

そういうことを考えていきたいと思いますので、どうかよろしくお願い

します。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  この辺は、市民の方も待っておられますので、ぜひ早い対応をお願い
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したいと思います。 

 それとあと1点、今ホームページ上には、そこの河川とか、道路とか

ＷＥＢ上でずっと状況見られますよね。で、ここの今のそういう防災の

関係で、江の川関係が、ちょうどこの前も国交省の方と立会をさせてい

ただいた国司の橋がありますよね。あっこからＷＥＢ上でカメラがずっ

と流れてるわけです。それを安芸高田市のホームページ上で閲覧できる

形をとれないか。地元におられる方々は、水位の状況、内水面、雨量に

よって結構上げ下げが変わってくるんです。この前も立会していただい

たと思うんですが。安芸高田市のホームページ上にそうしたＷＥＢカメ

ラの位置づけができれば、情報が見られるので、早い動きができるんじ

ゃないかと思うんですが、その辺のお考えは。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  その辺は今国交省とも話してるんですけれども、場所が実は落合河川

敷のところになっとるわけですよ。ここも国司もというわけにはいかな

いんで、そことの相関をうまくつけとって、ここのはこうですよという

ことをしっかり言っていきたいと思います。 

 これは、ホームページでも明記できるように、一応国交省には話をし

ていきたいと思います。 

 できれば、洪水の実態の瞬時に画像でわかるような情報も要ると思い

ますので、こういうことも一緒に考えていきたいと思っております。 

 江の川につきましては、大事な川なんで、三次広域はうちの吉田の情

報と、全体的な尾関山の情報ということになってます。川根のほうでも、

問題との声がある。尾関山の情報を参考にしてくださいということにな

ってますけれども、必要に応じてはやっぱり各地域においても必要なん

で、こういうことはちゃんと検討していきたいと思います。 

 ただ、あんまり件数を多くしてくれんということはあるんで、細かく

細かく言うても、吉田はここへということになります。我々が心配して

いるのは、江の川と多治比川の相関というのを非常に心配してますんで、

この辺がわかるような状況で、こういうデータも整理していきたいと思

います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  その辺は、土師ダムでも、桜の開花とか、ありますよね。時期的に。

先ほど田んぼアートもありましたが、その時期になるとホームページか

ら映し出してる状況を見ると。全く同じだと思うんですよ。安芸高田市

の関係で。災害が起きる時点というのは、ある程度予知はできると思い

ますので。その辺を含めて早い対応、検討をお願いしたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 市の指定避難場所の状況及び市の指定以外の避難場所における比較に

ついて伺います。 
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○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「指定避難場所の状況及び指定以外の避難場所における比

較」についての御質問にお答えいたします。 

 まず、指定避難場所は、土砂災害警戒区域や浸水想定区域等の危険区

域以外に立地していること。市が管理する施設であること。などを考慮

して選定をしているところであります。指定避難場所を開設する際には、

市職員を派遣して鍵を開け、避難者の受付を行います。必要に応じて、

毛布などの物資を用意しております。 

 地域が独自に開設される避難場所は、地域住民によって開設をされる

ので、早く臨機応変に開設することができるメリットがあります。その

一方で、開設担当役員の負担が大きくなります。物資等は、基本的には

地域で用意をしていただくことになっております。要望があれば、市か

らも配布を検討させていただきたいと思っております。 

 最も気になるところが安全性であります。中には、土砂災害警戒区域

等の危険区域を地域の避難所にしておられるところもございます。そう

いった情報がわかれば、指導してまいりたいと思います。 

 地域では、自主的に避難場所を開設されました場合には、最寄りの支

所、または危機管理課に御連絡をいただきたいと思っております。 

 また、指定避難場所へ向かうには、大きな河川を渡らなければならな

いので怖いという御意見もありますが、そうなる前に早目に指定の避難

場所へ避難していただきたいと思っております。 

 議員御指摘のように、先ほどのハザードマップを市民に周知するとき

に、この辺も踏まえてしっかりと周知していきたいと思いますので、御

理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  私が今思っていたことを言っていただいたので、それとあと1点、市

長、市の工業会がございますよね。地域によっては、工場があります。

事務所もあります。そこでは事務所の2階を地域と話をされて、避難場

所にされているところもあるんですよね。 

 あとは、やはり今までずっと過去から、昔から、ありますお寺さんと

か、神社とか、これらの成り行きといったものが、やはりそういう災害

も想定してつくられていると。特にお寺さんなんかは、本堂とかいうも

のが高いですね、高さが。ありますので、いろいろと制約はあると思い

ます。特に、私たちが住む吉田町可愛地区なんかにつきましては、

3,000人規模を避難してくださいと言っても、避難指定場所に入りきり

ません。 

 となると、やはりそういう民間企業との連携、協力なくしてできない

ではないかと思うんですが、その辺のお考えをお持ちかどうか、お伺い

します。 
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○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  避難場所につきましては、非常に大切なことなんで、現在の避難場所

が最適というんじゃなしに、議員御指摘のように、大きな空間があれば。

今検討しとるんが、実は向こうから話があったんですけれども、吉田病

院というのもあるんですよ。これは、お医者さんがおるわけですから、

非常に市民にとって安心なところですね。そういう病院とかですね、先

ほどの空きスペースとか、お寺さんとか、こういう安全なところは、幅

広くこれからも啓発をかけていきたいと思っております。 

 この避難場所につきましても、いろんな、さっきも申しましたように、

避難場所に行く経路がどうかとかですね。専門的なこともありますんで、

アドバイザー等の意見を聞きながら、最適な避難所をこれからも幅広く

つくっていきたいと。 

 商工会につきましても、このたびおくればせながら、災害の対応につ

いては窓口をつくらせてもろうたんですけれども、我々も商工会の意識

が、農家災害とか、あっちの災害ばっかりなんで、道路の災害ばっかり

思うとったんですけれども、商工会の方々もおられるので、この辺につ

いては、ことしもおくればせながら対応したら非常に喜んでもらえまし

た。 

 ついでに、そういうところと同時に、やっぱり避難場所とか、こうい

う協力も平素から啓発していかにゃいけんと思っておりますので、御理

解してもらいたいと。 

 どんどんどんどん、たくさん避難場所をつくることによって、地域の

方が逃げやすい、避難しやすいような、仕組みづくりが大事だと思って

ます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  これももう待っとられませんので、早く商工会と災害協定と結んでい

ただいて、市民の方が近場で避難できる体制をとっていただければと考

えますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、大枠2点目に入らせていただきます。生活支援員制度に

つきまして、1番といたしまして、進捗状況と今後について伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「生活支援員制度についての進捗状況と今後」についての

質問にお答えいたします。 

 生活支援員制度は、もやいの精神を活用し、地域の支え合うきずなを

強化し、高齢者お一人お一人のライフスタイルを把握し、必要な支援が

必要なときに適切に提供できる、安心して生活できる地域の構築を目指

しております。 

 生活支援員制度に係る協定は、平成29年度から継続の7地域と、平成
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30年度から開始した14地域を合わせて、市内21地域と協定を締結し、見

守りを希望された177人の方の支援を実施していただいております。こ

れにより、協定地域内における75歳以上の高齢者数は、市内全体の

42.1％となり、生活支援員制度への取り組みが拡大をしてきておるとこ

ろであります。 

 今後とも、積極的に地域に出向き、地域の方々とひざを交えて、生活

支援員制度を丁寧に説明することにより、生活支援員制度の市内全域の

普及を進めてまいりたいと思っております。 

 また、6月から生活支援員制度の協定締結地域を中心とした意見交換

会を、各町単位で順次開催をしているところでございます。これにより、

高齢者の方々の生活実態の把握と、地域における生活上の課題や、生活

支援員制度の課題等の抽出を行い、市民の皆様と協働して地域課題の解

決を進め、支え合う福祉社会の実現を目指してまいりたいと思っており

ますので、御理解を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  今市長のほうからお話をいただきました。この制度につきましては、

副市長のほうからも昨年だったですかね。私の一般質問では、この秋口

までには何とか大まかな方向を示していきたいという話でございました

が。率にして見守り対象者、6.7％、177人でございます。市民の声が私

たちに聞こえるのに、どうも本腰じゃないのじゃないかと。やるんであ

れば、徹底的にやってもらいたいと。お太助フォンを設置されたとき、

しっかりと出向いて話をされましたよね。これが、何かこう、ぱーっと

花火みたいに上がって、そのままちょっと尻すぼみしてるんじゃないか

なという話も聞くわけですよ。今回も懇談会で話を聞きました。 

 そうしたところ、どのように市は動いておられるか。今話が市長から

ありましたように、やはり私たち振興会の中でも、例をとっちゃいけま

せんが、可愛であれば7支部あるわけなんですよね。7支部。そこが今現

在、可愛支部については、3支部ぐらいですか。これぐらいしか今立ち

上げになってない。残りがまだ未定なんですよ。そうした地域もあるん

ですよ。そうした地域に、やはりできてないところには、協定を結んで

いるようであれば、出向いてでも、話をさせてくれと。市のほうから言

うべきじゃないかと私は思うんですが、その辺につきまして伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  この生活支援員制度ですね、簡単なことだから地域に徹底しないとい

うことがございます。皆さんは、今地域で民生委員とか社協あたりがや

ってるじゃないかと。何を市長やるんかと。同じことじゃないかという

方がおられるんですよ。これは、今までやったデータというのが、いわ

ゆる正確なデータに基づいちゃおらんのですよ、全然。徹底的に業者が

責任を持って、過去の反省を踏まえて、調査をして、効率よい福祉行政
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をやっていくということですよ。これから、どんどんどんどん福祉つく

ってもですね、今度少子化になったら、今度はどんどんどんどん壊して

いかにゃいけんってなるんで、効率的に足らんものはつくっていくと。

足りんものは遠慮してもらうというふうに、そこんところをしっかりや

ってくのが支援員制度でございます。我々も反省するときに、過去の反

省ということを先に言わんこうに、これ言うと、なかなか市民の方々が

今やっているのとどう違うんかと、今いちいちもうやっているよと。振

興会がやっているよとなるんで。このことを徹底して調査して、市民の

方々の福祉を徹底的に効率のいいものにするんだということを訴えたい

わけでございます。 

 このことをしっかり説明すれば、地域も納得してもらえると思います。

今既に、7地域から14地区加わって、もう20何地域理解してもらっとる

んです。 

 こんなこと言ったらおかしいんだけど、わかった方がおられるとこが

一番難しいと思います。これ絶対に。市長私は一生懸命やっとるのに、

何をやるんだろうかと。決してやっていることを阻害するんじゃないん

ですよね。今までの反省を踏まえて徹底的な調査をせにゃいけんと。私

が欲しいのは、可愛地区において、徹底的に調査をして、今ケアマネー

ジャーというのがおるんですね。ケアマネージャーというのは、個人の

ケアマネやっとるわけですよ。あなたの状況は今は元気だから、畑仕事

やってくださいと。その次はデイサービスでここへ来てくださいと。そ

の次は行政が責任もって、施設を開けてますよと。やっているんですけ

ど、このことを地域のことでやってもらいたいということですよ。可愛

地区で一体何人施設が要るんかとか、デイサービスがどのぐらい要るん

かとか。いうことを定量的に把握するために、やる仕組みでございます

ので、議員の皆さんも応援をしてもらいたいと思います。決して、前や

ったのが悪いというんじゃなしに、徹底した調査をしながら、今後の福

祉を効率化していくんだということで、御理解賜りたいと思います。 

 これ、やれば、市民の方々が、2カ所も3カ所もいろいろ老人ホームを

申し込んだりしなくなります。言うたげれば。この一言が行政言えんの

ですよ。これ言うためにやるんじゃ言うても、過言じゃないです。とい

うことで理解してもらいたいと思います。 

 十分、啓発はかけていきたいと思います。ひざを交えてですね。いず

れはわかってもらえると思いますんで、21とか25じゃなしに、全地域、

このことができるような形に体制をつくっておきたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  今ケアマネージャーとか、言われるように、もうそこは地域でやって

もらいたいという話は、全くそうなんです。後の質問で、そういったと

ころで、質問させていただくんですが。 

 まずもって今市長言われたように、この生活支援員制度、今回の安芸
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高田市のホームページにも載ってないんですよ。生活支援員制度の広報

はされました。市の広報でね。しっかりと。立ち上げされたときから、

ずっと市長のコラムにも載せられました。やられております。やってい

るところはやっております。今回の新しく安芸高田市に住みたくなる本

にも、こうして生活支援員制度といった形で、示されてる。ただ、現実

に、じゃあ市民にわかるシステムがあるのかどうかというのが、なかな

かね、これが根づいてないと、私は思います。 

 だから、今の民生委員協議会の中でも、本気なのかどうかいうのも話

を聞いとるんですよ。やるんなら徹底して、今の状況を報告に行ったり、

何の課題があるのか。そこはやっぱり今言うように外郭団体、社会福祉

協議会、民生委員協議会、ましてや地域振興事業団、こうしたところと

も、市長がトップ同士の協議をなされて、やはり課題が何なのか、やは

りこれから広めていかんといけんわけです。お金も流れてます。 

 だから、そうした形でなると、公平・公正を変えちゃいけんので、そ

うしたところは、しっかりと動いていただきたいというのが、今の私の

思いであります。 

 今回、7月に災害が起きました。これには9月6日付で、中国新聞が掲

載をしたんですが、日々の見守り、命守る鍵ということで、安芸区の畑

賀地区というところがございます。そこが、おんなじことをされとるん

ですよ。全くね。畑賀のあんしんネットワークということで、支援が必

要な人、高齢者、障害者、災害弱者ですよね。そうした方々の見守り、

また声かけ、今回起きた避難誘導、それと協力員、これらのやはり同じ

方々が登録されて、じゃあ動きましょうということで、全く今の見守り

体制で調査等はどうされとるかわかりませんが、そうした動きもあっと

るわけですよ。だから、生活支援員といえども、市長言われとる、やは

りそういう災害においても、動いてもらわにゃいかん。やはり、そうし

たところをしっかりと市民に啓発しようと思えば、やはりホームページ

とか、どんどんどんどん情報提供して、市の職員も大変でしょう。今災

害が起きた時点で、本当思います。よくやっていただいとると思います。

しかし、こういうことも、しっかりと市民に周知する上では大事なこと

なんで、しっかりと情報提供していただきながら、出向いていく。やは

りそういった会があるときに、出向いていくいうことも必要ではないか

と思うんですが、そうしたところを再度お伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員の御指摘のとおりでございまして、出向いていくとか、ホームペ

ージを活用するというのは、していかにゃいかんと思います。私はまあ

このうちの広報は、ホームページとか、スマホとかあるんで、こういう

ところで情報がわかるように、システムつくっていかんといけんと。 

 ただ、市民が全部これ見てもらえるかということがあるんで、それは

これが安芸高田の特徴、わがままの特徴もあるんで、皆さんでもうちが
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積極的に、こういう情報公開することによって、しっかりとした仕組み

をつくっていきたいと、かように思います。 

 これからも、できればホームページあたりも、やっていかにゃいけん

と。職員にも啓発しておきます。 

 どうかよろしくお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  そうした徹底は、しっかりとやっていただきたいと思います。 

 それでは次の質問に移ります。 

 地域包括ケアシステムの構築との関係について伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「生活支援員制度と地域包括ケアシステムの構築との関

係」についての御質問にお答えいたします。 

 地域包括ケアシステムは、本人や家族の自助と地域の互助、医療や介

護の公助の連携により、住みなれた地域で暮らしを続けることができる

体制づくりが重要であります。この中で、生活支援員制度は、地域包括

ケアシステムの地域の互助を強化するための、中心的な施策と位置づけ

ておるところであります。 

 本市では、市民総ヘルパー構想を掲げ、市民一人一人が支える人とな

るため、生活介護サポーターの育成を図り、519人の方が受講される等、

一定の成果を上げてきたところでございます。 

 しかしながら、独居高齢者や高齢者のみの世帯が増加を続けている一

方、支える世代は減少し、地域が高齢化・弱体化している実態がござい

ます。 

 このような中、生活支援員制度では、これまで取り組んでまいりまし

た市民総ヘルパー構想を基本に、地域を軸として、多くの市民の皆様と

ネットワークを構築し、地域全体で高齢者を支える地域の互助を強化す

る計画でございます。 

 生活支援員制度は、地域包括ケアシステムの入り口として、地域のネ

ットワークにより、高齢者お一人お一人の実態を把握し、社会福祉協議

会や、介護サービス事業者・医療機関との連携を図りながら、適切なサ

ービス提供をすることにより、安心して生活できる地域包括ケアシステ

ムの構築を進めてまいりたいと思っておりますので、御理解を賜ります

ようお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  これにつきましても、以前から私のほうで質問をさせていただいてお

ります。 

 今回、構築に向けて、一つがこの生活支援員制度が冷静になっとるわ

けですよ。市長が言われたように、介護サポーターの関係もそういう底
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辺の位置づけになって、動きでおるんですよ。 

 こういった中で、じゃあその支援をする方々の情報提供、これがいか

にどういう形でつながっているか、お伺いしたいと思うんですね。だか

ら、今生活支援員制度で、報告書出してます。私たちも6月からずっと、

対象支援者の方については、記入させてもらって、市役所のほうへ提出

させていただいております。これらの形がどういう形で上に動いている

か。どういったところがそういう介護の、今市長言われましたケアマネ

ージャー等との関係ですよね。そうしたところに、この方たちがどうい

う形で今度上がっていくか。その辺をお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  今考えてるのは、今の地域包括ケアシステムというのは、国が勝手に

言うんだけれども、底辺を調査せんこうに、お互いの町がやっているわ

けですね。これ。だけじゃなしに、この生活支援員制度によって、底辺

の実態をしっかり調査した上で、小山地区、可愛地区を調査した上で、

いわゆる地域のケアマネ会議を開きたいと思ってるんですよ。この情報

をもとに。 

 そこにはちゃんと関係者が集まってやりますよ。だから、この会議を

開くと、可愛地域、地域によって、ちゃんとどの程度のデイサービスが

要って、どの程度の生活支援員が要って、どの程度の施設が要るんだと

いう実態がわかるようになると思います。 

 ここを目指して頑張っておりますので、御理解してもらいたいと。こ

れは調査だけじゃなしに、今後のステップですね、今度は。これらが、

その支援員の方が、そこに入ることによって、地域の実態を把握した上

で、この各地域、原田なら原田地区のそういうケアシステムの構築を行

っていくということでございますので、御理解をしてもらいたいと思い

ます。次のステップがあるわけです。 

 よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  今市長言われとることは、私は理解するんですが、なかなか市民にこ

れを理解せえ言うても難しい、と私は思うんですよ。 

 ただ一つは、要は今調査をされました。その調査をされて、まとめ役

が要るわけですよね。今言われたケアマネージャーいうのじゃなく、コ

ーディネーターです。多分。市長が今ケアマネと言われてるんですが、

このコーディネーターが地域で、中学校単位で、まとめていきましょう

というのが、この包括ケアシステムの中ではうたわれとるわけですよね。

それを中学校単位で、そういうコーディネーター役が位置づけされて、

安芸高田市内、まだ吉田町未定だと、私は聞いておりましたが、この辺

はもう位置づけになったんでしょうかね。コーディネーター役。 

 そうしたところが今度、ケアマネ会議とか、ケアシステム会議、ケア
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会議とか言いましょうか。それが今平成25年から動いとると思います。

そこら辺に向けて、今度はそういう形でこの人はそういうサービスが必

要になってくるんじゃないか。特に、認知症ですよね。こういった方々

の見守り等も含めて、やはりある程度、情報を、体制を整備していくと

いうことが大事なことだと思いますので、まずもって、今のコーディネ

ーターの関係がもう安芸高田市内、6町全て整備されているのかどうか、

お伺いをしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 大田雄司君。 

○大田福祉保健部長  前重議員さんの御質問にお答えいたします。 

 現在、当初からの甲田町、向原町までのお二人でしたが、今回10月1

日をもちまして、吉田地域担当の生活支援員さんを配置することができ

るようになりました。まだまだ全市、全町にわたってはおりませんけど

も、今後も新しい生活支援員さんに就任していただくよう、努力してま

いりたいと思います。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  コーディネーターのほう、吉田町も決まったということでございまし

た。これからが、まだまだ、その方々を中心に、今のデータが出てきま

すので、それをいかに今度は整理していくか。 

 そうしたところが大事になってくると思うんですが、データ的には、

多分高齢者福祉課のほうで、データ等扱ってされとると思いますが、こ

の辺は独自なそうした支援のソフトと言いましょうか。そういう対応で

なされているのか。まだまだそこには到底、報告書をいただく中では、

整備がまだそこには進んでないという状況なのか、そこら辺の途中の経

過を伺いたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 大田雄司君。 

○大田福祉保健部長  現在、見守られる方、という形で登録されております。全ての方を新

しい情報として整理をしたいという思いがございますけども、いただい

た情報につきましては、ケアマネさんを通じてなど、新たな介護サービ

スにつながった方もいらっしゃいます。そういう形で少しずつつなげて

いきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  この辺も、多分データ的には毎月のように上がってきていると思いま

す。どんどんどんどん元気になっていただければいいんですが、どうし

ても年相応に弱体化していくような状況になりますので、その辺で必要

な方には必要な程度のサービスが必要ということになってくると思いま
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す。 

 今話をしましたように、この地域包括ケアシステムは、おおむね30分

以内に必要なサービスが提供される日常生活圏域ということで、中学校

単位でやっていこうということで、動くという話になりますので、この

辺も医療・介護・予防・住まい・生活支援、今この生活支援員制度がう

まくしっかりと連携とれるように、今市長も言われました。地域の軸と

なるように、互助活動が進んで、これまだ入り口なので、特に災害弱者

等がこういう生活支援員さんの中で、協力的な形で動けるようなシステ

ムになるように、しっかりと私たちも地域に出てつなげていきたいと思

うとります。 

 可愛地区もまだまだ組織ができておりません。吉田町もきょうまだお

られますが、なかなか傍聴されとる地域も、まだそういう支援員制度が

できてないという実態です。ですので、やっぱり待つんじゃなしに、や

はり出向いてって、どうなんですか。説明しますよ。という形をとって

いかないと、なかなか普及・啓発しよう思うても、難しいと思いますの

で、その辺しっかりと職員さん一同やっていただけると思いますので、

しっかりとお願いいたしまして、私の質問を終わります。 

○先 川 議 長  以上で、前重昌敬君の質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は終了いたしましたので散会いたします。 

 次回は、明日午前10時に再開いたします。御苦労さまでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時３３分 散会 
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